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は じ め に

世界には現在,三 千 と も四千 とも言 われ る彪大 な数 の異 な っナこ言語が存在す る もの と思

われ る.勿 論 その分 類の仕方 に よって は,多 少 の増 減 も有 り得 よ うが,と にか く,こ の

地 球上 の諸民族 ・諸部族が,日 々何 らかの多種多様 な言語 を用いて,相 互にcommuni-

cationを 行 なって暮 してい る事実は否 めないと ころだ.

例 えば,ソ 連 や中国,更 には イン ド等 も含 めて,こ れ らの諸 国は,謂 ゆ る多言語国家

(Multilingualcountries)の 典 型例で あろ う.

そ の逆 に,日 本や朝鮮 などは,典 型的 な単0言 語国家(Monolingualcountries)と 言

える.

この外,multilingualと まで は行か ないが,ニ ケ国語常用(Bilingual)の 国 としては,

英語 とフランス語 を併用す るカナダや,南 部 で ワロン語,北 部で フラマ ン語を使用す るベ

ルギ0や,英 語 とAfrikaansを 使 用す る南 ア連 邦,更 に三 ケ国語常 用(Trilingual)例

と しては,SriLankaが,Sinhalese,Tamil,Englishの 三 ケ国語 を用 いてお り,そ れ

以上 の例 として は,Singaporeは,English,Mandarin,Tami1,Malayの 四 ケ国語,

Switzerlandも,German,French,Italianそ れ に極 く一部Romanicが 用 い られてい

る.、

斯 くの如 く,globalな 規 模 で見れ ば,単0言 語 国家 はそのi数に於 いて,内 部 で二,三 の

異 なった言語が常 用 されてい る国よ り遙 に劣 る.我 々単一言語 国家に住 む 日本人 な どは,

普 段 あま り外 国語等 を意識す ることは ない.精 々英語 を学習す る時位が外 国語 に接 触す る

(それ も直接 的にで はな く,あ くまで も間接的に しか過 ぎないが)唯 一 の機 会であろ う.

しか しその様 な僅か な外 国語 との間接 的 な接触で あって も,英 語が どこか 日本語 とは異

なる(当 り前 と言 って し まえば それ までだが)と 言 う実感 を万人 がその学習 を通 して抱 く

筈で あ る。

ここで,「 異な る」 と言 う意 味には説 明が必要 であ る.つ ま り英語が 日本語 と 「異 な る」

と言 っナこ場合,音 声 ア クセン ト,音 韻 ・音節構造か ら始 まって,統 語法(syntax),形 態
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変 化(morphology)更 に は修辞法(rhetoric)に 到 るまで種 々の面 でのII.i'L方が あ る.こ

こで,用 い られ る文字 の違い については言 うまで もあるまい.と にか く英語 と日本語 とが

何 らかの意 味合いで 「異 なる」 のだ とすれば,そ れは逆 に言rば,そ れ ぞれ の言語が,そ

れぞれ 固有 の,他 とは異 な った,一 際 目立 つ特徴 な り,個 性 な りを有す る事実 を証す るの

ではなろ うか.然 りとす れば,我 々は各言語にそれぞれ,「 ～ らしさ」 と言 った特性 を上

述 の種 々の意味 合いで認 めて もよいのでは ないか.つ ま り,英 語には,「 英 語 らし さ」,日

本語 には,「 日本語 らしさ」,中 国語 には,「 中国語 らし さ」 と言 っナこ具 合で ある.

例 えば,「 ゴ ドブザデ」な るコ トバを聴 いて,こ れ を 日本語で ある と考7Lる 様 な日本人

は恐 らく0人 も居 るまい.勿 論,こ の場合,そ の単語 の意 味が不 明で ある故 を以 って,こ

れが 日本語では ない と判断す る こともあろ うが,そ れ以前 の問題 として,そ もそ も音声的

な面か らして,濁 音が五つ も連 続 して現 われ る単語 な ど日本語 であ る筈 は ない との判断が,

聴 覚 を通 して無意識 の中 に働 らく為で はなか ろ うか.

つ ま り,「 ゴ ドブザデ」 のよ うな五連 濁音 な どは,日 本語 の音韻体系 に馴染 まぬわ けの

もので,そ の意 味で正 に これは,「 日本語 らし くない」 ので ある.因 みに 「ゴ ドブザデ」

とは,か つての イランの外相の名前であ った よ うに記憶 して い る.斯 く言 う筆 者に も,テ

ヘ ラン在住 の イラン人 の友人 が居 るのだが,交 き合 い出 して既に二,三 年 に もな るのだが ,

未 だに彼 のfamilynameを 聴 き取れ ない し,況 してや自分 で発音 な ど為 し得ず,不 自由

極 ま りな く,已 な くfirstnameだ けでいつ も済 ませてい る始末で ある.

日本語 や朝鮮語 等の音韻体系 には,語 頭 にr音 が来 ない とか,更 に子音群 も来 ないし,

語尾 は,特 に 日本語 の場 合は殆 どが母音 終 りの開音節で ある等 の特徴が,そ の音声面で指

摘 し得 るわけで,当 然,そ こよ り日本語 らしい音 や,朝 鮮語 らしい音 な どが有 り得 るわけ

であ る.日 本語 と朝鮮語 は,色 々 な点で類似の性格 を共有す るわ けだが,そ れで も,音 声

面 で若干 の相異 が存 し,例 えば,朝 鮮語で は,有 声音 〔b〕,〔d〕,〔9〕,〔d3〕 等 は語

頭 に来 ない.し か し,日 本語で は,こ れ らの濁音 は語頭 に立 ち得 る.(但 し,本 来 の固有

の大和 コ トバは,濁 音は語頭に立 たず,そ の唯一 の例外 としては,onomatopoeiaが 挙 げ

られ よ う)こ れ はほん の一例に過 ぎないが,や は り発音 の面 で,「 日本語 らしさ」や 「朝

鮮語 らし さ」 は厳存す る.

さて話 しが少 し横道に それて来た よ うなので,こ の辺 りで,本 筋 に戻 りナこいのだが,つ

ま り我々 は各言語に は,音 声面で も,統 語面で も,そ の他諸 々の言語現象 に於 いて,そ れ

ぞれが,そ の 「～ らしさ」 なる個性 な り,そ の当該語 に特有 の性格 を有 す る事実 を確 認 し

た.そ の前提に立 って,こ こでは英語 と言 う一 言語 を採 り上 げ,謂 ゆる 「英語 らしさ」 と

は如何 なる もので あるか を考察 してみた く思 うので ある.先 述 もした如 く,0口 に 「英語

らし さ」 と言 って も,種 々の面か らの捉 え方が可能 なわけの もので,従 って 当然 に も,こ

こで は焦点 を絞 らざるを得ず,音 声面か らのそれは,こ のよ うな 「書 き物」に馴染 みに くい

こともあ り割愛 させて頂 くことに して,こ こでは主 として,広 く表現0般(phraseology),

統 語 法(syntax)更 に修辞法(rhetoric)等 の面か ら,「 英語 らし さ」 なる特徴 にapProach

を試 みたい.そ の際,や は り当然に も,日 本語 との対比 を通 して考察 を加 えるのが妥 当で

あろ うし,そ の意 味では,「 日本語 らし さ」について も言及せ ざるを得 ないであろ う.日

本語 と英語 とは,そ の語族 ・語系 を全 く異にす る言語 であ り,そ の意味 では,比 較的 にそ

の特徴が際立 って居 り,当 小 論文の 目的に馴染 み易 くもある.そ れでは,上 述の諸事実 を

頭に置 きなが ら,以 下 に 「英語 らしい表現」 について若干 の考 察を進 めて行 きたい.
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1.言 語 に於 け る 「ら しさ」 とは何 か

先ず最初に或 る特定言語 の謂 ゆる 「らし さ」 を述べ る際に頭 に入 れておかね ばな らぬ事

実は,そ れは あ くまで も相対的 な概念 である と言 うことである.他 の言語 との比較 な しに,

或 る言語の 「らし さ」につ いて語 る事 は出来 ない.例 えば,日 本語で,「 私 はお腹 が空 いて

います」 と言 う表現 があ るが,こ れに対す る ドイツ語 の表現 として,IchbabeHunger.

な り,Eshungertmich.な る表現 を当ては めて比較 して みるに,日 本語か ら見 たそれ

ら独文 は如何 に も 「ドイツ語 らしさ」に充 ちた表現 と言 い得 る.つ ま り独 文の方 は,例 の

「S+V+0」 文 型の他動 詞構文で あ り,前 者の それは,名 詞Hungerに 意 味上 のpromi-

nenceを 持 たせ た謂 ゆる 「名詞構文」 であ り,後 者 のそれは,謂 ゆ る非人称のEsが 生理

現象 を表 わす のに用い られた例で あ り,こ の よ うな非人称構文 な どは,そ もそ も日本文 に

は存在 しない,従 って 日本人 な どには最 も馴染 みに くい構文 と言 える もので,逆 に その意

味では 「ドイツ語 らしい」構文 だ と言 え るわけであ る.「 私には見当が つか ない」な る和文

も,ド イツ語 では,や は り 「S十V十 〇」文型 を とって,IchbabekeineVorstellung.

の如 く表現 され る.し か し,日 本語か ら見ての謂 ゆる 「ドイツ語 らしさ」 も,こ れを例 え

ば,英 語や フラン ス語更には中国語等の観点か ら見れ ば,必 ず しも同様 に映 るとは限 らぬ

わ けで,そ れ ぞれ比 較 され る言語 の種類 に応 じて,そ の当該 言語 の 「らしさ」に も多様な

差 異が見 られ る筈 の もので ある.以 下に少 し実例 を見 て見 よ う.

実 例1.(和 文)ど うぞお坐 り下 さい.

(中文)請 坐1

(独文)BittesetzenSiesich!

この場合 の和文 と中文の表現形 式は類似 してい る と言 えよ う.つ ま りどち らも自動詞 を

用 いて表現 されて い る.そ れに比 し,独 文のそれは,や は り和文や中文の表現 とは明 らか

に異 なってい る.つ ま り独 文では,例 の再帰動詞が用 い られ,そ の目的語 として再帰代名

詞sichが 使 われ てい る.こ の再帰 用法(reflectiveuse)が 動 詞の一部に存在す るのは,

西 欧語に あって,日 本語 な どには見 られない一 つの大 きな特徴 と言 えよ う.普 通一 般に英

語で上例の意 を表わすのに,Pleasesitdown.な りSitdown,please,と 言 うの は,誰 れ

で も知 ってい るが,そ して この場合 は,ド イツ語 の表現 よ りも,英 語で あ りなが ら,む し

ろ和文や中文の表現の方に近い.し か し実 は,英 語 に もやは り ドイツ語 と同様に,再 帰動

詞seatを 用 いナこ表現が ないわ けで はな く,少 し格式 ばった(formal)場 面 では,Please

seatyourself.な り,Seatyourself,please.な ど とも言 うことが ある.更 に再 帰代名詞

yourselfを 用 いないで,Pleasebeseated.やBeseated,please.な ど と受身形 で言 う場

合 の方が 多い.い ずれにせ よ,こ れ らの場 合で は,英 語に於 いて も,ド イツ語 同様,再 帰

用法 として の他 動詞が用い られてい る.

と ころで,こ の再 帰用法(reflectiveuse)な る ものは,そ の名 の示す如 く,或 る動作

が,そ の動作主 に反射 的に帰 って くる もので あって,こ れ を態(voice)の 面 か ら見 ると,

能 動態(activevoice)と 受 動態(passivevoice)の 丁 度中聞 に位置す る ものである とも

考 え られ る.英 語 な どに比 し,ド イツ語 に於 いては,先 述 のBittesetzenSiesich!の

例 に も見 る如 く,こ の再 帰用法は特に顕著に散見 され得 るよ うで ある.一 方,こ の再帰用

法 も,時 に よって は,そ の 目的語 となる再帰代名詞(ド イツ語の場合では,sichで あ り,

英 語の場合 では,oneselfやitself等)を 特 に伴 うことな く,そ のままで普通 の他動詞 と

して も使用可能 である.又 それ とは逆 に,一 般 の他 動詞 も場 合に応 じて再帰代名詞 を とっ
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て,再 帰用法(reflectiveuse)に 用いられることも可能である.い ずれにせよ,こ の動詞

の持ち得る 「再帰用法」なるものが,西 欧語,そ の中で も,特 に ドイツ語などに極めて特

徴的な構文法を成立せしめるものであって,普 段自動詞構文や,無 主語文(特 に,こ の場

合,代 名詞主語文が日本語に少いことを想起されたい.否,主 格の代名詞に限らず,代 名

詞そのものの使用が少いことが,そ もそも和文の特徴とも言い得る)に 馴れ きっsこ我々日

本人にとっては,新 鮮であると共に,如 何にも異質な表現形式 と映ることは否めないとこ

ろである.

実例 亜.(和 文)あ の本は読み終 りましたか.い1え,ま だです.

(中文)那 本書看完了嘱?没 有.

(英文)Haveyoureadthebookyet?Notyet.

この場合では,和 文 と中文の構文法は類似の もので,状 況中心の説明文であることや,

例えば,こ の中文では 「那本書」を主題 として取 り出した表現で,那 本書弥看完了嘱?

又は,弥 那本書看完了鳴?の 文型か ら 「伽」を省略しナこ形と思えばよい.そ れに対して,

英文では,youな る人間を主語 として取 り,readと 言 う他動詞を用いて,「S+V+0」

文型を構成してお り,和 文や中文の構文法 とは明らかに異なる.

斯様にして,巷 間言われる中文 と英文の文法的類似,特 にその語順の 「S+V+0」 文

型に見る様な構文法 も,現 実の具体的な個々の表現や文例については,常 に必ずしも中文

に於いて,「S+V+0」 文型を期待し得るわけではな く,む しろこの例に見る如 く,日

本語の構文法に類似の場合 も数多 く中文に散見 されるのである.勿 論,中 文に英文と同様

の 「S+V+0」 文型の見 られるは否定し得べ くもない事実ではあるが,英 文の場合とは

異なって,そ れが中文に於ける基本文型であるとは容易に断定は為し難いのである.

実例皿.(和 文)晩 御飯はお食べにな りましたか.

(中文)晩 飯吃了囁?

(英文)Haveyoueatendinneryet?

この場合,和 文から見た中文は,特 に 「中国語 らしい文章」 とは思 丁ない.何 の異和感

もなく,素 直に日本人に も受け入れ られる文章表現である.つ ま り,こ こでは,和 文と中

文は同じ構文法に基付いて文章表現が為されているか らに外ならない.と ころが,仮 りに

この中文を,英 文の側か ら眺めると,非 常に 「中国語 らしい文章」 と映るのではないか.

つまり,英 文には,こ の場合の中文のような構文法が存在しないが故である.同 じ中文で

ありながら,和 文と英文とか らではその評価に大 きな差異の存す る所以である.

今一例見てみよう.

実例W.(和 文)象 は鼻が長い.

(中文)象 鼻子復長.

(独文)1)erElefanthateinenRussel.

(英文)Theelephanthasatrunk.

この例題の場合,和 文や中文から見た独文は,如 何にも 「ドイツ語 らしい」文章に映る.

やは り 「S+V+0」 文型の他動詞構文の故であろ う.日 本語の動詞はその九割方が自動

詞か ら成 り,自 他の区別の明確な,「 主客の対立」を結び付ける他動詞を用いた構文法は,
一般に日本文には馴染まないことは夙に知 られた常識である.更 にこの一見 「ドイツ語 ら

しい」文章 も,こ れを英文の側から見れば,何 の変哲 もない普通の文章にしか映らない.

つまり,こ の場合,英 文の表現 も 「S+V+0」 文型の他動詞構文であり,独 文の主語も

動詞 も目的語 も,英 文のそれらと見事な照応ぶ りを見せている.従 って英米人か らは,こ
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の 独 文の表現に は何 らの異和感 もな く,こ れが我 々 日本人 の言 う様 な,極 めて 「ドイツ語

らしい」文章だな どの意識は全 く有 り得 ない.

と ころで話は少 し変 るが,特 定言語の謂 ゆる 「らし さ」 と言 って も,そ の言 語が,例 え

ば 日本 語のよ うな混種 語(hybrid)の 場 合に は事情 は若干複雑で ある.今 では全 く日本語

化 して使われてい る,例 の スチ ュワ0デ ス(stewardess)な る語 も,ど うや ら正式 の場合

には,漢 語 を用いて 「客 室乗務 員」 と呼 ぶそ うであ る.因 みに中国語ではstewardessは,

「飛 机女服 務員」 とな るが,日 本製漢語 と本元の中国語 の表現 との微妙 な差 異 は興 味 深

い.カ タカナ外来語 の多用に とか く批 判の多い昨今 だが,何 で も漢語で置 き換 えることが

「日本語 らしさ」 を守 る方策 であるな どとは筆者 な どは考えない.こ の場 合な どは,例 え

ばstewardessを その まま用い た方が むしろ 「日本語 らしい」 とも言え る.千 数百年 に亘

る漢語使用 も所詮は 「水 と油」の それの如 く,ど うも漢語 は 日本 語には馴染 まぬよ うだ。

何 のた めに 「スチ ュワ0デ ス」 と 「客室乗務員」 のdoublestandardが 存在 す るのか,

一 度関係者に訊 いてみたい ものだ .

と ころで話 を元 に戻す が,筆 者 も色 々の機 会に,こ れ まで幾度 とな く述べ て きた,例 の

英語 に於 け る 「名詞表現」 な ども,日 本語 の観点か らは,新 鮮 だが馴染 みに くい表現 の0

つ にな るわけの ものだが,独 語 や仏語 な どの観点か らは,そ れ らはなに も 「英語 らしい表

現」 として特 に際立 つ存在 ではな く,極 く当 り前の表現に過 ぎない と言 うことになるので

ある.独 語で,GuteBesserung!は,病 人 の全快 を祈 り,「 お大事 に!」 の意だが,更 に

似た例に,話 してい る相手 な どが,急 に クシ ャ ミを した時 な どに,ド イツ語 で,Gesund-

heit!(お 気 をつけて!)な ど と言 うが,こ れは ドイツ語で は元々 「健康」 を意味す る名

詞で あるが,日 本語で このよ うな名詞表現 は考 え難い.フ ランス語で,「 頑 張れよ!し っ

か りやれ!」 の意 で,Courage!やBoncourage!な ど と言 うが,こ れ も,「 勇気」 を意

味す る名詞のcourageが その ま用い られてい る.実 は この ところは,英 語 で も,そ のまま

フラン ス語か ら来ナこcourageを 用 いて,Courage!「 し っか りやれ!頑 張れよ!」 を使

ってい る.Bonvoyage!「 航 海の御無事 をお祈 りしています」や,Bonapptit!「 大 い

にお召上 り下 さい」 な どの フラン ス語の 「名詞表現」 はそのまま英語で も使われてい る.

ドイツ語 のGliicklicheReise!や,GutenApPetit!な ど も上 例 と同義の 「名詞表現 」

と言 える.英 語 に 「さよな ら!」 を意 味す るGoodday!な る表現 があ るが(こ の場 合は

Goodの 方 にstressが 置 かれ るよ うで ある),ド イ ツ語で も少 し改 まった,formalな 表

現 として同様に,Cute皿Tag!が あ り,フ ランス語には,Bonjour!が あ るが,い ずれ も

日本語 な どには見受 け られ ぬ 「名詞表現 」で ある.「 驚 き」・「意外」 な どの意 を表 わす感

情表現 も,英 独仏語に共通 の名詞表現が使 われてい る.即 ち,英 語のMyGod!で あ り,

独 語のMei皿Gott!仏 語 のMonDieu!が そ れであ る.い ずれ も,「 オヤマア!こ れは

大変!へ えっ!あ!困 っナこな!」 な どの意 を表 わすが,場 合によ って は 「悲 しみ」 や

「怒 り」 の感情 を表 わす間投詞 として 「怪 しか らん!」 の意 とな る.「 皆様 の御健康 を祝 し

て,乾 杯!」 な どと日本語で言 うことが あるが,こ れ な ども英語 では,Yourhealth!な

り,先 程 も出た ドイツ語か らのGesundheit!な ど の 「名詞表現」 が使 われ るよ うである.

SpokenEnglishで,「 怒 り ・感 嘆 ・誓言 ・強調」 な どの意 を表 わす のに,Thunder!

「ま あ,い まい ましい!畜 生!等 」 と言 う語(原 意 は 「雷」)が あ るが,ド イツ語で も同様

に,1)onnerandDoria!や1)onnernoshmal!な どの表現が あるが,や は りDonner

(原意 は 「雷」)な る名詞が間投詞 として用 い られて いる.フ ランス語に も,名 詞を一一種の

間投詞的な挨拶語のよ うに用いた例は数多 く見 出 され るよ うであ る.そ の場 合は,形 容詞
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のbon又 はbonneを 伴 な う場合が多 い.bonを 伴 な う場 合は前述 もしたので,こ こで

は,特 にbonneを 伴 な う場合 の例 を若干挙 げてお こ う.Bonnefete!「 楽 しいお祭 り

を!」,Bonnechance!「 幸 運 を祈 る!う ん ととって きナこまr7L!(ハ ン ターな どに向 って

猟 の前 に言 う)」,Bonnejournee!「 楽 しい一 日を!」,Bonnesoiree!「 楽 しい一夜 を!」

等がその例 であ るが,そ れ らの 日本語訳 の方 は,何 と も,ぎ こちな く落着か ないの は,日

本語 の場合 では,そ のよ うな挨 拶語 な り,言 い回 しな りが,そ もそ も存在 しないか らで は

ないか.と ってつ けたよ うな訳語 を与 えてみて も,し っ くりいか ないの は当然か も知れ な

い.

以上見 て きナこ如 く,英 ・独 ・仏語 な どの欧州 系の言語では.例 えば 「名詞表現」 な どが

共 通項 のよ うな存在 としてあ り得 るわ けだか ら,相 互に違和感 はないのであろ うが,日 本

語のよ うな言語 しか知 らぬ者 に とって,上 例の よ うな 「名詞表現」 は,や は り馴染 みに く

い,寄 異な表現 と映 るので はないか.人 に何か頼 まれた時に,「 承知致 しま しナこ」 とか

「はい,わ か りましナこ」 な どの意 で,ド イツ語 で,InOrdnung.と 言 うが,こ れ など も,

や は り 「名詞表現」が用い られてい る.

`6Hello
,Japanese!99「 ヤ ァ,日 本人達!」 これは香港大学に留学 中のオ0ス トラ リア

か らの女子学生が 日本の某 テレ ビ局 の取 材に応 えて,日 本国民 に挨拶の コ トバ として呼び

か けナこものだが,こ の よ うに直載 にして,こ だわ りのない,く だ けナこ「物言 い」 の様態に

馴れて いない日本人 には,こ のよ うに呼びか けられて も戸 惑 うばか りだ.恐 ら く同様に し

て,"Hello。Koreass!'9な ど と呼びか け られアこら,韓 国人 ないしは朝鮮人達 も日本人同

様戸惑 いを感 じる筈 だ.し か し中国人な ら,6`Hello,Chinese!'9と 挨 拶 されて も,日 本人

や朝鮮人 ほ どの戸惑 いは恐 らく感 じることは あるまい.何 故 な らば中国人 の 「物言い」の

様態は,日 本語や朝鮮語に於 ける如 き複雑多岐 に亘 る体 系的な敬語や敬意 表現を欠いてお

り,そ の点英語 の 「物言 い」 の様態 と一脈 通ず るところがあ る故で ある.

と ころで,こ れ までは或 る特定 の内容 を持 っナこ事柄 をA言 語で はどの様に表現 し,B言

語 では どの様 に異 なるか を瞥見 しだわけだが,実 際には或 るA言 語 の表現 に対 して,そ れ

に当るB言 語 の表現 が存在 しない と言 った事実 も有 り得 る.こ うな ると もはやA・B両 言

語 の表現比較 な どと言 う事 自体不 可能 とな る.こ れはつま り,或 る特定の対 話のsituation

に於 いて,A言 語 では相応 の発言が期待 され るに比 し.B言 語 では,そ の様 な 「場面 ・状

況」では何 らの発 言 も為 され ることがない と言 った ケースである.斯 様 な事 は実 際にい く

らで も起 こ り得 るのであ り,そ の場合,例 えばA言 語に於 けるその様 な発 言は,や は り

「A言 語 らしい」 と言 って もよい ものである.勿 論,こ の場合,A言 語 とB言 語を入 れ替
Tて も
,同 じ様 な現象が異 なった状況(situation)で 又 同様 に散見 され得 る筈であ る.

例 えば,中 国語 に於 いて,余 程 の特殊 な立場 に居 る人達 を除いて,老 若 男女 を問 わず,

一 般 に人 々が相互に見知 らぬ者 同志 の問で相手 を呼 ぶのに,「 同志」 と言 う呼称が ある.

これ な どは考 えて見れ ば誠 に便 利な もので,特 に 日本人の場 合の よ うに,男 女 の別,長 幼

の別,身 分 の上下 関係,社 会 的地位 の高低,更 に公私の別や,親 疎の度合等 に応 じて種 々

様 々の呼称 を使 い分 けねばな らない立場に置かれてい る現 状 を鑑みれば羨 し くさえある.

英 語 に於 いて さえ もそのよ うな呼称 詞は存 在 しない と言 えよ う.日 本人 な どの場合,実 際,

相手 を ど う呼べ ば よいのか戸惑 うことの多 いのは,お 互 い 日常生活 の中で体験 す るところ

で ある.仕 方な しに,「 エーッ」や 「もし もし」,「ち ょっ と」 その他 「咳払 い」 で相手 の

注意 を惹 くことさえある.日 本語 に呼称詞が少 い と言 うのではないが,不 特定の場面 ・状

況 で臨機応変 に即座に使 える ものは少 い.英 語 の呼称詞 も,日 本語 な どの場 合に比 し,遙
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かに自由闊達に用い得るが,中 国語の例えば 「同志」などにはとて も太刀打ち出来まい.

更に呼称詞と並んで,挨 拶語がある.例 えば日本語には,東 洋の君主国として,礼 儀を

尊ぶ伝統があり,X諸 種の儀礼が謂わば日常の日本人の生活の中に様式化(stylization)

されて組込まれている現状に鑑みて,誠 に多種多様の挨拶語があるものと思われる.

尤も,東 洋的礼節を知 るの本家本元は言 うまで もな く中国である.従 って,当 然にも中

国には数多 くの挨拶語が存在するものと考えられる.

それでは,日 本語 と中国語に於ける挨拶語の様態にはどのような差異が存するのであろ

うか.一 口に言えば,日 本語の挨拶語は,TPOに 応 じて,極 めて様式化されたstereotype

(紋切型)の ものが多いのに比 し,中 国語の場合では,そ のような 「様式化 された挨拶語」

(stylizedgreetings)は 少い.極 端な言い方をすれば,中 国人の場合は,各 人が各様のコ

トバで必要に応 じて挨拶を交わすのであって,日 本人に於けるが如 き,極 めて型にはまっ

ナこ,紋 切型の様式化されナこ一律な挨拶の仕方はあまり見 られないのである.例 えば,今 で

は日本人なら誰れでも知っている,例 の 「像好!」 であるが,日 本人は普通 これを 「今日

は」位の日常よく取交わされる挨拶語のように軽 く知人 ・友人,職 場の同僚等,0般 に誰

とで も身近な人々の間で,日 本語の 「今 日は」 と同じ様に用いられるものと錯覚している

きらいが見受けられるようだが,こ れはとんでもない誤解である.実 は中国の人達は,日

本人が考えている程にはこの 「角く好!」 は頻繁には用いないのである.こ れは日本人が考

えるよ うな軽いコ トバではな くて,ど ちらか と言えば,も う少し重みのあるformalな

挨拶用語なのである.従 って中国人は親しい者同志の間では,日 常 このよ うな挨拶語は用

いないと言ってよい.つ まり先述 もした如 く,各 人が各様の挨拶を必要に応 じて自分のコ

トバで行な うのであって,日 本人の場 合のような一律の型にはまった挨拶はしないのであ

る.

実はそのよ うな言い方をす ると,朝 鮮語の挨拶用語について も全 く同様の事が言い得 る

のである.朝 鮮 も礼節を知る国 として,中 国や日本にひけをとらない.当 然にも数多 くの

挨拶用語が朝鮮語の中に見受けられる.0番 日本人に も知 られている挨拶用語として,例

の 「アンニョンハシムニカ」 がある.日 本で市販 されているハングル 語会話書によれば

「今日は」or「 今晩は」 と訳 されている.而 して これ も中国語に於ける 「伽好!」 の場合

同様,色 々の誤解を生じやすい.一 口に言って,日 本語の 「今 日は」or「今晩は」等の挨

拶語の占める使用範囲は,朝 鮮語の 「アンニョンハシムニカ」や中国語の 「伽好!」 よ り

も遙かに広いと言ってよい.こ れに比し,「 アンニ ョンハシムニヵ」(蛙 碧言囚 月叫?)や

「弥好」の使用範囲は日本人が普通考えるよりはずっと狭い.そ の代 り,そ れらの間隙を

埋める種々の多彩な表現が,謂 わば挨拶語と 言っアこ固苦しい用語ではな く,も っと自由

な各人各様の言い方が,朝 鮮語や中国語の場合には見受 けられるのである.日 本語に比較

的近いとされる朝鮮語や,か つては同文同種とまで言われアこ中国人のコトバである中国語

でさえも,こ れだけの差異が 日本語との間に見 られるのだとしたら,西 洋語たる英語や ド

イツ語と日本語の差異はもっと遙かに大 きなものであろうと想像 される.つ まり,Good

morning.やGutenMorgen.が 日本語の 「お早 う」とほぼ一致して使用 されるような場

面 ・状況(situation)は 日本人が考えるよりも,も っとずっと少いのではないかとの当然

の疑問である.筆 者はこれまでに この事実に興味関心があって,そ れなりに色々の場合に

ついて調べて来たのだが,こ こでその詳細について述べ る余裕は残念乍 らないわけだが,

少な目に見積っても,日 本語の 「お早 う」に当る英独両語の表現は数十種を越えると見て

よい.何 故斯様な結果が生ずるのかの理由は,先 述 もしナこ所だが,要 す るに日本人の 「物
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言い」がTPOに 応 じて型にはまっアこ決ま り文句が多 く,極 めて硬直的(rigid)で あるに

比し,西 洋人については言 うまで もなく,中 国人や朝鮮人に於いて も,日本人のよ うな「紋

切型の発言」が見 られず,つ まりこれは,彼 等にとって,例 えば 「挨拶」 とは,あ くまで

も個人対個人の間で交わされ るべ きもので,口 本人の場合の如 く,止 むなく儀礼上挨拶を

交わす等のことが少 く,更 に日本人の場合,か な り親しい間柄の者同志で も,stereotype

の挨拶語が用い られナこりする.つ ま りこれらの事が原因して上述の差異 となって現われて

くるのであろ う.こ れ らは もはや言語の問題 と言 うよ り,文 化の領域に属するものと言r

よう.

或る特定言語の 「らしさ」について考える際に,そ の言語を用いる集団の文化や社会,

更に人間そのものにまで及んで考えて行かないと,そ の 「らしさ」を構成する真の姿をつ

かみ得ない.し か も,そ の 「らしさ」 とは,あ くまで も相対的な性質のものであり,更 に

比較の対象が異なれば,そ の 「らしさ」の様態 も変わ り得るものである等々の事実をこれ

までの考察を通じて我々は確認し得たのである.

そこでいよいよ次項に於いて,本 小論文のmainthemeで もある 「英語 らしい表現」

の具体的な様態について瞥見し,更 に少しく考察を深めたいと思 うのであるが,そ の際の

「英語らしい表現」の意味するところは,こ れまで累々と述べ来たった如 き意味合いの下

に捉えられた 「英語らしさ」であ り,又 「英語 らしい表現」 と言 うものであることを再確

認して置 きナこい.こ れをもっと平アこく,解 りやす く敷術すれば,「英語 らしい表現」とは,

一口に言って日本語か らは出来るだけ縁遠い,か け離れアこ表現,我 々日本人には見馴れな

い,そ れだけに馴染み難い表現と言えよう.

Ir.「 日英表現比較」各論省察

(1)英 語構文法の基本としての 「S+V+O」 文型

英語構文法の基本を為す ものが,主 語として動作者が立ち(勿 論,こ の場合,或 るaction

を起動するものは人間に限らず,無 生物 としての物や,抽 象名詞等であって も構わない),

その動作を受けるものとして客語が存在する.而 して,こ の 「主語」と 「客語」を結び付

ける役割を担 うものが 「他動詞」である.こ こより上述の謂ゆる 「S+V+0」 文型が英

語構文法の根幹を為す ものとして浮上して来 るのである.

つまり英文の基本的発想では 「主客の対立」を通 して,自 他の区別を明確にし,行 為者

とそのactionを 受ける被動者とを,他 動詞が間に介在 してこれを結びつけるという型を

とる場合が圧倒的に多 く,こ の辺 りに和文の発想や文型との大 きな差異の見 られ るところ

である.

ところで和文の基本文型として,そ の述語部分を構成す る用言(動 詞 ・形容詞 ・形容動

詞を指す)の 種類によ り,大 別して三つの型(「 ～はどうする」・「～はどうである」・「～

は何だ」)に 分けられる.問 題は一見主格に立つやに見える助詞 「は」は,格 助詞 「が」

と異なり,本 来は副助詞に属して居 り,そ の働 きや機能は,連 用修飾語のそれである場合

が多い.よ く 「が」は主語を表わし,「 は」は主題を表わすなどの説明 も聞 くが,実 際こ

の 「は」と 「が」の区別や,そ の用法の微妙な違いについては,夙 に国文法学界で論議さ

れて来アこところであり,今 ここで又その論議を繰 り返そ うとは思わない・ただこの問題に

関して興味深いことは,同 じく助詞を用いる朝鮮語などに もこの区別が存在する事や,更

に原則として,格 助詞などの助詞そのものを用いない中国語などに於いて,そ れでは如何

なる方法で この 「は」と 「が」の区別に対応 しているのであろ うかを考える事や,更 に こ



小林:日 英表現比較考(1) 9

れ を拡大 して,日 本語や中国語な どとは全 くその構 文法を異 にす る英語に於 いて,こ れ ら

の区別は如何に して為 されてい るのであろ うか等 々の課題 が存 す る.

この事に関 して は,や は りここで詳述す る余裕 はないが,筆 者 な どが漠然 としてで はあ

るが,感 触 として,音 声 アクセン ト面で その区別 を英語 な どでは行 な ってい るので はない

か との節があ る.音 声 アクセ ン ト面の機能 ・役割がcommunicationの 中 で占める比率が

日本語な どよ り格段に優 る英語に於て,そ の よ うな考 え方 は当然 に出て来 る筈の もの なの

であ る.中 国語に於いて も,そ の よ うな発想が若干 出来 な くもない.ナ こだ,日 本語 とほぼ

同様の助詞 を持つ朝鮮語に ついて は,日 本語 のそれ と同様に考 えて もよかろ う.し か しこ

れ らの問題は,こ こでは これ以上 論 じない.話 しを元 に戻 して,早 速,日 本語で,上 述の

基本構文の多 くが,英 語で は,「S+V+0」 の文型 で表 わ され てい る実 例 を見 よ う.

(i)Inmostfirms,theyuseEnglish,butnotChinese.(大 抵 の商社で,英 語 は使

うが,中 国語 は使 わない)

(ii)Doyouhaveanappointment?(約 束 は して居 られ るのですか)

(iii)Ihavealreadymadeareservationformyhotel.(ホ テル は もう既に予約 し

てあ ります)

(iv)Idon'tneedacar,butIwantmoney.(車 は要 らないが,金 は欲 しい)

(v)Ithasnouse.(そ れ は役に立ナこない)

(vi)Aweekhassevendays.(一 週 間は七 日あ ります)

(vii)Hetookawalkyesterday.(彼 は 昨 日散歩 した)

(viii)YoumeanbusinessP(君 は本気 なのか?)

(ix)Ihaveneverreadthebook.(そ の 本は読んだ ことが ない)

(x)Keepthechange.(お 釣 りは要 らない よ)

(xi)Iclimbmountains,butIneverdoanyswimming.(山 は登 るが,泳 ぎは全

くしない)

(xii)Shehasahorrorofsnakes.(彼 女 は蛇が大嫌 いだ)

と ころで,上 述 の日本語 の基本文型 を少 し く拡大 して,よ く日本語に,「 ～は～が～だ」

の型が頻 出す る.例 えば,「 彼 は記憶力が よい」=Hehasagoodmemory.だ の,「 彼

は神経が太い」=Hehasalotofnerve.等 が その典型例 であ るが,こ れ らの場合 の英

文例 を見 て もらえばよ く解 るが,あ くまで も英文では,他 動詞haveを 用 いた 「S+V+

0」 文 型 をとってい る.こ れ らの場 合の 日本文での,「 ～だ」に 当る部分 は,「 ～が どう

で ある」の よ うな,或 る物 の 「性質」・「状態 」について述べてい る ものと解 してよか ろ う.

尤 も,い つ もその よ うに解 され るわけではな く,「 動作」 を表 わす場合 もないわけではな

い.要 す るに,日 本語文法で言 う,用 言(動 詞 ・形容 詞 ・形容動詞)が 来 るわけであ る.

ナこだ,和 文 の述語部 分を構成 す る品詞の如何 を問 わず,英 文 では,こ れ らの場合,殆 ん ど

「S+V+0」 文 型 を とり,そ の述 語部 分に は,他 動詞が用 い られ ると言 う事実 が興 味深

い.勿 論,英 文 の場合 で も,和 文の場 合同様,例 えば形容 詞述 語文 を用いて表現 し得 る場

合 も決 して ないわけではないし,否 それ どころか,抽 象名詞主語 を多用 し,そ の描写形式

に於 いて,本 来 「動作」や 「過程」 よ りも,「 状態」 や 「結果」 を重要視す る英語には,

形 容詞述 語文は,日 本語の場合 よ りも,遙 か に多用 され るのであ る.ナ こだ,こ こでは,英

語 の他動詞構 文の多用 と相侯 って,和 文に は一般 にそのよ うな他動詞構 文の少い こと,更

に動 詞述語文 と言 って も,和 文の場合 は,大 半が 自動詞構文 であ る事実 を附記 したい.

さて,こ の辺 りで今少 し,こ の 「～ は～が～ だ」 の和文表現 に当 る,英 文 の基本構文の
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例 を 見 て み た い(場 合 に 応 じ て は,ド イ ツ語 の そ れ を も含 め て).そ れ に よ っ て,英 語 や

ドイ ツ 語 な ど の ゲ ル マ ン 諸 語(theGermanicLanguageFamily)に 於 い て,こ の 「S+

V+0」 文 型 が,如 何 に 普 遍 的 且 つ 基 本 的 な 文 型 を 成 す も の で あ るか を 垣 間 見 た い.

(i)彼 は 語 学 の 才 能 が な い.Hehasnotalentforlinguistics・

(ii)彼 女 は 目 が 青 く,髪 が ブ ロ ン ドだ.Shehasblueeyesandblondhair・

(iii)一 般 に 北 欧 人 は 肌 の 色 が 白 い.TheScandinaviansingeneralhavefairskin・

(iv)彼 女 は 目 が 悪 い.Shehasbadsight.

(v)私 は ひ ど く頭 痛 が す る.Ihaveabadheadache.

(vi)彼 は ク ラ ス の 女 の 子 達 の 間 で 人 気 が あ る.Heenjoyspopularityamongthe

girlsinhisclass.

A:「 あ な1こ は お 腹 が 空 い て い ま す か?」

/ HabenSieHunger?..
vii)I

B:

Nein,ichhabewederHungernochDurst.い ま せ ん 」

Bの 答 えを二つに分解 してみる と,「 私はお腹 が空いてい ません」は言 うまで もな く,

IchhabekeinenHunger.で あ り,「 私 はの どが渇いていません」 の方 は,Ichhabe

keinenDurst.の 如 く,ど ち らも,「S+V+0」 文 型 を とってい るのであ る.し か も,

ここで注 目すべ きことは,ド イツ語 では,日 本語 とちがい,こ の場合では,動 詞 を打消す

の ではな くて,名 詞 その ものを打 消す型 を とってい ることであ る.こ れについて は,英 語

で も同様 の事実が指摘 出来 る.次 の諸例 を見 たい.

(viii)私 は お 金 が あ り ま せ ん.

(英 文)Ihavenomoney.

(独 文)IchhabekeinGeld.

(x)私 は 暇 が あ り ま せ ん.

(英 文)Ihavenotime.

(独 文)IchhabekeineZeit.

(ix)私 は 食 欲 が あ り ま せ ん.

(英 文)IhavenoapPetite.

(独 文)IchhabekeinenApPetit.

(xi)彼 は 娘 が い な い.

(英 文)Hehasnodaughter.

(独 文)ErhatkeineTochter.

最後にこれは,主 語の立て方をめ ぐる西欧語(英 独語など)と 東洋語(日 中両語など)

との対比 も見ておきナこい.つ ま り,よ く言われる中国語の語順などの英語 との類似がある

が,実 際の表現や,発 想法その もの,更 に主語の表われ方等々の面に於いて,中 国語はや

はり同じ東洋の言語である日本語の方に遙かに近い側面 もあるのである.例 えば,次 のよ

うな例を見てみよう.

実例 〔1〕(和 文)北 京駅はどう行けばよいのですか.

(中文)北 京鮎怒仏走【阿?

(英文)HowcanIgettoPekingStationP

この文章などを見ている限 りでは,日 中両語の発想法や,表 現形式の類似は疑 う余地 も

ない.強 いて挙げれば,中 文には和文に於ける例の主題を表わす助詞 「は」が欠けている

位のことか.更 にこれら日中両文の主語は如何 と言 う段になると,勘 くとも西欧流の文法

範躊では無主語文とで も断定せざるを得まい.つ まりここに,日 中両語では,例 の 「状況

中心」の説明文が多 く,従 って 「動作主」や或る具体的な行動に関与す る人間が主語に立

つ如き西欧文の表現 との根本的な差異が存するのである.こ の例の英文は必ず しも例の他

動詞を用いナこ「S+V+0」 文型のそれではないが,人 間が主語に立 っているところが如

何に も英文 らしい.次 は例の 「S+V+0」 文型をとる場合のそれだが,又 別の観点か ら
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見 る と,日 本語の 「状況中心」 の説 明文 に対す る英独両文 の 「人 間」が主 語に立つ例であ

る.

実 例 〔亜〕(和 文)私 達 の家 には部屋 が六つあ ります.

(中文)我 個房子有六 間屋子.

(英文)Wehavesixroomsinourhouse.

(独 文)IndemHausehaben砥 ・irsechsZimmer.

同様 の意 を表 わす のに,各 文 それ ぞれ他 の表現 も種々有 り得 るが,こ こでは上例通 り考 え

る.

先 ず英文 と独文の例について は,例 の 「S+V+0」 文 型の他動詞構文で あ り,し か も

「人間」が主語に立 って いる.和 文例 では,主 語は,一 応 「部屋」 と見 られ るので,や は

り英独両文 との構文法上 の相違が見 られ る.つ ま り和 文は,あ くまで も 「状況中心」の説

明文 であって,動 詞 は他動詞で な く,自 動 詞が用い られ る.勿 論,英 独両文に於 いて も,

「状況」 を主 として 説 明す る 自動 詞構文が 存在 しないわ けではない.こ の場合 もそのよ

うに は書 き得 る.た だ問題 は,和 文で は,「 状 況中心 」の叙述で,物 が主語 に立 つ 自動詞

構文で しか書 けない時 に も,西 欧語 では,人 間 を主語に した他動詞構文 で書 き表 わす頻度

が高 い ことで ある.例 えば,「 今 何時ですか?」 な どの和文 も,英 語で は,Whattimedo

youhave?と 言 い得 るし,独 語 で も,WelcheZeithabenSiePと 言 う.和 文 で このよ う

な表現 は先ず ム リであろ う.更 に,「 私 は不安 だ」な どの和文 の形容動詞述語文 も,独 語

では,IchhabeAngst.と 「S+V+0」 交 型で表現す るのが,む しろ一般的 であ る.

「私 は退屈だ」 も同様に,IchhabeLangweile.の 型 とな る.

さて,こ こで の中文例 に関 して は,少 し厄 介な問題が存す る.つ ま り,「 有」 なる動詞 は,

「存在」 を表 わす のか,「 所有 」を表 わす のかに よって,そ の構文法解釈が異 なって くる.

字 面 だけを追 って行 くと,こ の 「有 」は 「所有」 を表わす よ うに思 える.尤 も日本人 の感

覚 では,む しろ 「存在」 ともとれ る.肝 心 の中国人 の語感 では如何 なのか?文 面 や字面 だ

けを追 っての類推 と,そ れ を話す人 の語 感 とは必ず し も一致 しない場 合があ る.こ の中文

例 については,外 に も種々の文法的解 釈 も可能だが,長 くなるので これ以上 ここでは詮索

しない.(こ れ に関連 して,筆 者 は,必 ずし も従来の中国語文法の枠組に は とらわれ てい

ない.新 しい解 釈 も種々有 り得 る筈 だ し,何 よ りも,そ れ を話す人の語感 を大 切に しナこい

と考 えてい る.と にか く,こ の問題は大変厄介 で,今 この場 に馴染 まぬ議論 であ る)

と ころで,話 は変 るが,前 に も述べ た,「 私はお腹が空 いています 」 も,口 語 英語 の表

現 として,Ihaveanemptybelly.が あ り,や は り,「S十V十 〇」文型 を とってい

る.更 に,「 私 は ビ0ル が一杯飲 みたい」な ど も,口 語英語で は,Ihaveathirstfor

beer.な どの如 く,や は り 「S+V+0」 文 型で表現 されて い る.と ころで,「 ビ0ル が

飲みたい」の場 合の 「が」 と,お 腹が空いてい る」 の場 合の 「が」 とは,日 本語の助詞 と

して,そ の用法の異な るは言 うまで もないが(恐 らく,前 者 の 「が」は対格 を表わ し,後

者の 「が」は主格のそれであろ うと判断 され る),こ の様 に同 じ一 つの助 詞が,全 く異な

る機能 を有す るのは,紛 らわしいか ぎ りではあ るが,ど の言語 に も,そ れな りの紛わ しい

語法 は存在す るわけで,別 に これ は日本語 に限 っナこものではない.

以 上 ここは掲 げた例 は,日 常極 くあ りふれ アこ基本 的な表現 ばか りであ って,英 独語 など

の外 国語 を学 ぶ初心者が,最 初に遭遇す る代表 的な文章であ る.つ ま り斯様 な基本的 な表

現 の段階 に於 いて,既 に 日本語 と,英 独 両語 との間には,そ の文型 や表現 形式に決定的 と

も言 い得 る差異 が見 出せ るわ けの もので,外 国語 習得の困難 さを思い知 らきれ るわ けだが,
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同 時 に,外 国 語 研 究 の 興 味 も尽 きぬ 所 以 で も あ る.

(2)他 動 性 表 現

こ れ は 無 生 物 主 語,抽 象 名 詞 主 語 及 び 擬 人 法(personification)等 か ら成 り,動 詞 に は

一 群 の 強 力 な 他 動 詞(例rば ,bring,make,compel,find,drive,lead,take,lay,send,

force,cause,induce,put,tel1,etc.)が 用 い られ る.主 に 単 文 か ら成 り,0般 に 簡 潔 で,

引 締 ま っ ナこ力 強 い 印 象 を 与Yる 表 現 で あ る.若 干 の 例 を 見 よ う.

(i)WhatmadeherdoSO?(何 が 彼 女 を そ う させ た か.戦 後 の あ る時 期 に,こ の よ

う な バ タ臭 い 言 い 回 し が 日 本 語 の 中 で も使 用 され た 事 を 記 憶 し て い る人 も居 る だ ろ

う)

(ii)Familiaritybreedscontempt.(英 語 の 諺 で,原 意 は 慣 れ 親 し み は 軽 蔑 を 育 く む,

と 言 うの だ が,日 本 で は,「 親 し き 仲 に も礼 儀 あ り」 を そ の 訳 に 当 て て い る)

(iii)ThehotelcommandsafineviewoftheGulfofMexico.(そ の ホ テ ル か ら

は,メ キ シ コ 湾 が よ く眺 望 出 来 る)

(iv)A20-minutelimousineridewilltakeyoutotheairport・(リ ム ジ ン に 乗 っ

て20分 もす れ ば 空 港 に 着 くで し ょ う)

(v)Thepaymentofmydebtsleftmepenniless.(借 金 を 支 払 っ て し ま っ た ら,

後 に は 一 文 も残 ら な か っ ナこ)

(vi)Mywatchsays7:45.(私 の 時 計 で は 今7時45分 で す)

(vii)Thebareideaofhimmadehershudder.(彼 の 事 を 考 え ナこだ け で も彼 女 は 身

ぶ る い し ナこ)

(viii)AnotherweekfromnowwillbringtheNewYear・(こ れ か ら又 一 週 間 す れ

ば 新 年 が や っ て 来 ま す)

(ix)ThefallofanapPlefromatreeledNewtontothelawofgravitation・(木

か ら リ ン ゴ の 落 ち る の を 見 て ニ ュ ー トン は 重 力 の 法 則 を 思 い 付 い ナこ)

(x)Whathasbroughtyouhere?(何 故 あ な た は こ こ へ 来 た の で す か)

(3)簡 潔 な 英 語 表 現 に 寄 与 す る 補 語 の 用 法

これ も又 和 文 で は 動 詞 多 用 に よ る 複 文 構 造 を と る 文 が,英 語 で は 補 語 の 巧 み な 使 用 に 依

り,単 文 に し て 簡 潔 な 表 現 を 可 能 と させ る.和 文 で は,附 属 語 と し て の 機 能 語(function

word)に 多 く依 存 す る 傾 向 が あ る に 比 し,こ の 場 合,英 文 で は 内 容 語(contentword)

本 位 の 表 現 と な り,そ れ だ けcompactな 表 現 と な る ・ 以 下 に 若 二Fの 例 を 掲 げ て み よ う・

(i)Healwaystravelsfirst-class・(彼 は い つ も一 等 に 乗 っ て 旅 行 す る)

(ii)Shesweptthefloorclean.(彼 女 は 床 を 掃 除 し て 清 潔 に し ナこ)

(iii)Sheworethenewshoeshome.(彼 女 は そ の 新 し い 靴 を 履 い て 帰 宅 し アこ)

(iv)Heslammedthedoorshut.(彼 は 戸 を ピ シ ャ リ と 閉 め ナこ)

(v)Hewritesa111hand.(彼 は 字 が 上 手 い)

(vi)HelivesabachelorinLondon.(彼 は ロ ン ドン で 独 り暮 し を し て い る)

(vii)Hestoodup,pulledthetrenchcoatclosed・(彼 は 立 上 っ て,ト レ ン チ コ ー ト

の 裾 を 引 き寄 せ,ピ ッ タ リ と着 こ な し を し た)

(viii)Hekickedthedooropen.(彼 は ドア を 蹴 っ て 開 け ナこ)

(ix)Thelandliesidle.(そ の 土 地 は 使 用 され な い ま ま で,放 置 され て い る)

(x)HitlerreturnedtoViennain1938adictator・(ヒ ッ ト ラ0が1938年 ウ ィ0

ン へ 戻 っ て 来 た 時 に は 独 裁 者 に な っ て い ナこ)
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(4)日 英 両語 に於 ける肯定 ・否定表現 の不一致

日英両語間に於いて,肯 定 ・否定の表現 が いつ も必ず し も一致 してい るわ けではない.

日本語 では否定表現 にな ってい る場合で も英語 では肯定表現 で表 わ されていナこり,又 その

逆 の場合 もあ ると言 っだ具合であ る.こ の辺 りは各言語 の慣用上 の クセをよ く呑 み込んで

憶 えてお きたい ものであ る.但 し以下の例が絶対的 な もの と言 うのではな く,日 英両語 に

於 いてそれ ぞれ 又反対 の表現 も 可能で ある と言った ケ0ス もないわけではないが,そ の

場合,意 味上や修辞上に若干 の差異 の見 られ るは言 うまで もない ところではあ るが,そ の

nuance把 握 はnon-nativespeakerの 場 合 中々むずか しい ところが ある.と にか く実例

を見 よ う.

(i)Staywhereyouare.(そ こ動 くな!)

(ii)Godknowswhatheisupto.(あ の 男が何 を もくろんでい るのか誰に も解 らな

い.「 誰 に も解 らない」 は 「神 のみぞ知 る」 と も訳せ な くはないが,そ の様 な直訳

が やは り何 とな く翻訳調に響 くところか ら見 て も,Godknows～ と言 う表現 は 日

本語 には馴染 みに くい もの と言って もよ さそ うだ)

(iii)Idon'tthinkheisanAmerican.(彼 は アメ リカ人 じ ゃない と私 は思 います)

(iv)SheistheIastwomantomarrysuchaman.(彼 女 はあん な男 と結婚す るよ

うな女で は決 してない)

(v)Whocares?(誰 も気 にしは しません よ)

(vi)Sheisfarfromsweet.(彼 女 にはや さし さな ど全 くあ りませ ん)

(vii)Youtalknonsense!(バ カな事 言 うな!)

(viii)Keepoffthegrass.(芝 生 に立入 るべか らず)

(ix)Youstayoutofthis!(お 前 は この事 に口出しす るな!)

(x)Mindyourownbusiness.(人 の こと構 うな!)

(xi)ThisisthemostbeautifullakeI'veeverseen.(こ ん な美 しい湖を私 は これ

まで見 た ことがない)

(xii)Thisbookisfreefromanymisprints.(こ の本 には誤植 がない)

(xiii)Thenoisekeptmeawakealllastnight.(昨 夜 は騒音 のため一晩 中眠れ なか

った)

(5)日 英 発想法の相異 と分解表現

日英 両語 聞に於 ける発想法の相異 として,修 辞学(rhetoric)で 言 われ る,loosesen-

tence(散 列 文)とperiodicsentence(悼 尾 文)と が あ る.言 うまで もな く,前 者が英文

のそれであ り,後 者 が 日本 文の場 合であ る.つ ま り,英 文で は最初 の文 の出だしの部 分で

大体 の文意 の重要 な締 め くくりをつけて結論 めいた もの を出 して お く.そ して後 は附帯 的

な説明 を敷衡 して述べ て行 く形 を とる.そ れ に比 し,日 本文の場合 は,文 末 にまで結論 は

引 き延ば されて,従 って聴いてい る者 は最後 まで話 し手 が何 を言わん としてい るか を知 る

為にthrillとsuspenseに 満 ちた状態に置かれ る ことにな る.loosesentenceの100se

とは 「気 分の弛んだ」の意で,英 文がloosesentenceと 言 われ るのは,聞 き手 は最初に

大 まかな文意 を知 らされ るので,安 心 した気分 となる ところか ら斯 く言われ るのであろ う.

そ れに比 し,日 本文がperiodicsentenceと 言 われ る所以は文末,つ ま りperiodの 部 分

に来ない と結論 が出ない ことを称 して言われ るのであろ う.-0つ に は,日 本文は動詞申心,

述 語中心 の表現形式 を と り,他 の 「文 の成分」(TheElementsoftheSentence)は 須

らく連 用修飾語 とな って述語部分 に収敏 し行 く傾 向があ る.し か も日本語に於 ける 「修飾
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・被 修飾」 の関係は ,修 飾語(modifier)が どん なに長 くなって も,又 修飾語が文形式 を

とった ものであって も,常 に必 らず被修飾語に前置 され る と言 う原則が ある.主 語 を も含

めて,「 文 の成 分」 のすべ てが,述 語の修飾語 として働 くのであれ ば,否 応 なしに 日本文

では述語 が文末に来 ることにな る.こ の辺 りの 日本文 の表現形式 と語順 との関係,「 文 の

成 分」のそれぞれの性格 と,そ の相互関係等 をめ ぐって更 に一歩踏 み込ん だ考察が為 され

なけれ ばな らない ところだが,長 くな るので これ以上の言及 は避 けた い.

さて,以 上 の事実 を踏ま えて,こ れの具現 されナこ例 として,謂 ゆる英文 に於 ける 「分解

的表現」 の諸例 を以下 に見 ナこい.

(i)Hehitherintheface.(彼 は彼女 の顔 を叩いた)

(ii)Sheisfondofmusic.(彼 女 は音楽 が大好 きです)

(iii)Mygrandpaishardofhearing.(私 の おじいち ゃん は耳 が遠 いのです)

(iv)HeisgoodatChinese.(彼 は 中国語が得意です)

(v)Jackisquickatworkingsums.(ジ ャ ックは計 算が早い)

(vi)Heiscleverwithhispen.(彼 は 筆が立つ人で ある)

(vii)HeisslowinlearningEnglish.(彼 は 英語 を覚 えるのが遅 い)

(viii)MostJapaneseareshybynature.(大 抵 の 日本人は生 まれつ き内気 な人が多

い)

(ix)Sheislameofoneleg.(彼 女 は片足 が不 自由です)

(x)Itisverykindofyoutosaysoforme.(私 の 為に そ うお っしゃって下 さると

は御親切ですね)

(xi)1'mgladtoseeyou.(お 目 にかかれ て嬉 しいです)

(xii)WillyouhelpmewiththisP(こ れ を手伝 っていナこだ けませんか)

(xiii)Heissharpoftongue.(彼 は 毒舌家だ)

(6)内 容 語(content!t)本 位 の表現 と一 語文(one-wordsentence)

日英 表現 の相異の一つに,英 語の内容語(contentword)本 位 の表現法 に対 し,日 本語

で は附属語本位 とまでは言 わぬが,内 容語(日 本語 文法では,ほ ぼ 自立語 と同意 と考rて

よか ろ う)の みによ る表現 は少 く,ど うして も附属語が附着 して くる場合が 多い.日 常 の

簡単 な口語会話表現か ら始 ま って,少 し改 ま った フ ォ0マ ル な演説 口調 の表現 に至 るまで,

一 般に 日本人の 「物言 い」 の特 徴 として
,ど うして も内容語 ズバ リの表現,或 いは,内 容

語 と内容語が 直結 され た表現 な どは極 めて少ないのであ って,内 容語 には必ず と言 ってよ

い ほ ど附属語が 附着 して いて,場 合 によ っては,内 容語 の2,3倍 に ものぼる語数 の附属

語が 附着 し,し か もそれ らが実 際に発声 され る場 合には,む しろ附属語 の部分 に強勢 が置

かれて発音 され ることも多い.例 えば,国 会 での各大 臣の答弁 などによ く見受 け られ る典

型例 に,「 その事 に関 しましては,善 処致 した く存 じて居 る次第で あ ります」 な どと言 う

のが あ るが,誠 に冗 長(redundant)そ の もの と言 った答弁 ではあ る.要 す るに,答 弁 の

ポ イン トは,「 その事 については,善 処 しナこい」 と言 うことであろ う.聞 き手 の方 は,「 ～

善処致 した く」の辺 りまで聞いてい ると,そ の次に何か内容の ある発話が為 され る(例 え

ば,「 関係各省庁 に早速 その旨伝達 し,速 かに解決への方策 を講 じたい と思い ます」等)

もの と期待 して聴いてい ると,何 の事 はない,た だ無意 味な,イ ンギン無礼の丁寧体の表

現 で終 るだけで,肩 す かし を喰わ されナこ/'け の ヤ リ切 れない無 力感 を味わわ され る.し か

も,「 ～善処致 した く存 じて居 る次第であ ります 」の冗長 な 「物言い」の各語句の それぞ

れ に間を置 いて,強 勢 アクセン トをつけて発音 され る ものだか ら,聞 き手 としては,全 く
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た ま った ものではない.散 々,勿 体 をつ けられ,引 延 ば されナこ上 で,ビ シ ャッと水 をぶ っ

か け られ た も同然 と言 った所 だ.別 に国会 での大 臣答弁 に限 っナこことでな く,同 様の 「物

言 い」 は日常会話 の中に も散見 され,例 えば,相 手 の何か を褒 め る場 合で も,「 すば らし

い」 と言 えば済む ところを,「 すば らしいですね」 の如 く,「 です ね」が附着 して くる.

つ ま り内容語ナこる形容詞 「すば らしい」の一語だ けで は収 ま らず,「 丁寧 」の意 を表わす

助動詞 「です」 と,終 助詞で 「確認」や 「強調」 の意 を表 わす 「ね 」が用い られてい る・

これ らが,0般 的 な 日本人の 「物言 い」 の特徴なので あって,従 って 日本語では,内 容

語本位の表現 には ど うして も馴染みに くい と ころが あ る.そ の点英語 の方 では,機 能 語

(functionword)と 呼 ばれ る ものはあ るが,謂 ゆ る附属語 に当 るよ うな ものは存在 しな

い と言 って よい.従 って,内 容語本位の発言が可能 とな り,特 に又 内容語の中で も,そ の

中心的存在 と も言 える名詞 を用いた一語文(one-wordsentence)と 呼 ばれ る,極 めて ム

ダのない,簡 潔明快な表現 が数多 く見出 され るので あって,以 下 にその若干 例 を掲 げて み

たい.括 孤内の和訳例 とよ く見較べて研究 して ほしい.

(i)Objection!(「 異 議あ り1「 これ な どは,日 本語 の表現 としては簡潔 な方で ある・

つ ま りここでは附属語は使われてい ない.漢 語 と大和 コ トバが各一語つつ組合 わ さ

れてい るわ けだが,こ れは議場 な どの特別 のsituationで の み使用可能 の表現 で,

___.般的 に どのTPOで も使 えると言った類の もので はない)

(ii)Beans!(「 そん なバ カな こと信 じないそ!」 この辺 りの表現 にな って くる と,日

本語で は とて も0語 文 では表現 され まい)

(iii)Silence!(静 粛 にお願 いします)

(iv)Nonsense!(バ カ な こと言 うな!)Rubbish!やBullshit!な ど も同様の意 で用

い られ る.

(v)Snacks!(山 分 けに しろ!)

(vi)Nosweat!(案 じ ることはない よ!平 気 だ よ!)

(vii)Smallworld!(「 世 間は狭いな あ!」 和訳例 では,「 感動」・「詠嘆」の意 を表わ

す 「なあ」な る終助詞が使 われ てい るが,勿 論,英 語 にそのよ うな助詞 など と言 う

もの はない.そ れで は英語 では,こ の場合,如 何にして 「感動」や 「詠嘆」の気持

を表出 させてい るので あろ うか.つ ま り,こ こに英語 に於 ける音 声 アクセン ト面で

の役割の相対的な比 重の重 さがあ る.日 本語 で具体 的な コ トバを用いて表現 され る

部分が,英 語で は,上 下のintonation,強 弱 のaccent,緩 急 のrhythm,そ の 他感

情の起伏 を含 めナこ声調その ものや,顔 の表情 の豊か さ等々,実 際の コ トバ以外の方

法でそれに代置 させ よ うとす るので あ る.こ の辺 りが,日 英表現 の相異点 の決定的

な ものであ る)

(viii)Bigdeal!(「 大 した もん だよ!」 これは,つ ま らぬ ことに対 して,皮 肉の意 を

こめて言われ る表現 であ る)

(ix)Happymotoring!(「 楽 しい 自動車旅行 を!」 この和訳 では何 とも締 らないが,

これはやは りそ もそ も日本語 では,こ ん な言 い方 その ものがないの と,原 文 を直訳

した故で あろ う)

(x)Manythanks!(「 大 変有 りが と うございましナこ」 中国語に 「多謝!」 と言 うの

が あるが,英 語 との照応が面 白い)

(7)複 合 名詞(nou皿compounds)に 見 る英語 の簡潔表現

英語 に於 いて 「N+N」 型or「N+N+N… … 」型 の,つ ま り名詞が他の内容語 や機
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能 語 を介在 させ ることな く直結 して羅列 され る型の表現 が散見 され る.日 本語 は動詞 多用

型 の言語 であ り,更 にその膠着性の故に,助 詞 ・助動詞 な どの附属語 の頻 繁な使 用が見 ら

れ,ど うして も上述 の英語 に於 ける如 き名詞 を羅列 す る型 の謂 ゆる複合名詞 によ る表現 に

馴染 み難 い.勿 論,日 本語 に複 合名詞が皆無 であ る筈 もな く,大 和 コ トバに依 るものや,

特 に漢語 を用 いれ ば,結 構 数多 くの複合名詞 も日本語に存在す る.本 来,孤 立語 に属す る

漢語 は,む しろ複合名詞 の形成 には,屈 折語 た る英語 よ りも遙に適合性 を有 してお り,そ

の意味では,か な りの数 の漢語 を包含す る日本語 に相応 の複合名詞 が見 られて も何 の不 思

議 もない.ナ こだ,こ こでは特 に英語 の複 合名詞のみに触れ,そ れ らが 日本語 では,ど のよ

うに表現 されてい るかに注 目したい.早 速実例 に触れ てみ よ う.

(1)the8:30P.m.Londonbus(午 後8時30分 発 ロン ドン行 バス)

(2)bedroomclosetdoor(寝 室 の押入れ の戸)

(3)fiberglasswindowcurtains(フ ァイバー グラス製の窓の カ,一一.テン)

(4)thebasementapartmentassault(地 階 の アパー トで発生 した襲撃事件)

(5)amiracleman(「 奇 蹟 を行 う人」又 は 「奇蹟 を呼 ぶよ うな才能の持主」)

(6)aremittanceman(親 元 か らの送金 で暮 らしてい る人)

(7)designerjeans(ブ ラ ン ド物 のナ ウい ジーンズ)

(8)coldwarenemypropaganda(冷 た い戦争 の下 での敵 の宣伝)

(9)hesitationnoise(ナ こめ らいがちに遠慮 しなが ら立 て る音)

(lo)ameltingPotneighborhood(人 種 のル ツボ と化 した隣近所)

(11)Caponebeertruckdriver(カ ポ ネの ビ0ル を積んだ トラックの運転手)

(12)Mondaymorningquarterback(他 人 のした ことを,あ と知恵で批判す る人)

(13)tenniselbow(テ ニ スの しす ぎで痛 む肘,つ ま り 「テニス肘 」の こと)

㈲abread-and-butterletter(御 馳 走に対す る礼状)

以下,具 体的な若 干例につ き,少 し く説明 を加rな が ら検討 してみよ う.

(i)afootballknee(「 フ ッ トボ0ル で傷 めた膝」 英語で は,名 詞が並列 して複合名

詞 を作 って いるが,日 本語 ではそのよ うな簡 潔な言い廻 しが 出来ず,助 詞 や動詞 を

用いて名詞 と名詞 を結ん でい る.つ ま り英語 の場 合の よ うな名詞 の直結が この場合

は出来 ないのであ る.「 フッ トボ0ル 膝」 とは未だ聞かぬ)

(ii)adaylaborer(「 日雇い労務者」,こ の例で も英語 の方 は,名 詞 と名詞が直結 され

た複合 名詞 とな ってい るが,日 本語の方で は,名 詞 「日」 と 「労務者」 を 「雇 い」

なる動詞 「雇 う」 の連 用形 が繋 げてい る.や は りその分 だけ英語 の表現 よ り冗長 な

もの とな らぎるを得ない)

(iii)watercart(「 水 売 りの車 」これな ど日本語 の方 はかな り冗長な表現だ.名 詞 「水 」

と 「車」 の問に,動 詞 「売 る」の連 用形 「売 り」 と格 助詞で連 体修飾語 の働 きをし

て いる 「の」が介在 し,そ れ ら2ツ の名詞を結び付 けてい るわ けだが,や は り英語

の 「N十N」 型 の如 き表現 とは成 り難い)

(iv)sunhelmet(「 日除 け帽」,日 本語 の語形 成の方 は,「 名詞+動 詞連 用形+名 詞」

の型 で,や は り動詞使 用は避 け られない よ うだ.英 語で は言 うまで もな く,名 詞 だ

けの羅列 となってい る.handpump「 手 押 ポンプ」 な ど も同様例)

(v)birthdaypresent(「 誕 生 日の贈 物」 これな ど も,や は り連 体修飾語 として の格助

詞 「の」が名詞 と名詞 の間に介在す る.abedroomdoor「 寝 室 の ドア」,adining-

roomwindow「 食 堂 の窓」 など も同様例.英 語 ではす べて名詞直結型 となって い
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る)

(vi)generationgap(「 世代間のズレ」 これ も和訳例では,連 体修飾語 としての格助

詞 「の」が必要であるが,カ タカナ外来語 として使用される場合は,「 ジェネレ0

ション ・ギ ャップ」の如 く,特 に助詞 「の」を介在 させることな く日本語 として も

名詞直結型で使用可能であるのは面白い現象だと言えよ う)

(vii)amysteryman(「 謎の人物」 これなども,英 語では名詞と名詞が直結されてい

るが,日 本語では,特 に大和言葉が この場合先行しているが,や はり連体修飾語 と

しての格助詞 「の」が介在して,次 に来る名詞に接続す る.し かしこれ も漢語を用

いて 「怪人物」などとすると,特 に附属語は必要としない.mysteryvoice「 陰の

声」なども上例 と同様例である.な お先程の 「怪人物」の 「怪」は元の中国語では,

先ず形容詞の用法があり,漢 語系形容詞 として用いる場合は,日 本語の中で も附属

語ないしは形態変化を必要 としないが,漢 語系形容動詞の場合は形態変化を起し,

例えば,「 奇怪な人物」などのように言 うこともある.但 し,形 容動詞とい う名詞

を認めるか,そ れともそれを 「名詞」+断 定の助動詞 「だ」 とす るかについての論

議 もあるが,そ の事には今は触れない.日 本語に於いて,ど のような場合に名詞と

名詞の直結が可能であ り,ど のような場合にそれが不可能で附属語 を必要 とするか,

その場合の,語 構成(word-making)に おける大和コ トバと漢語,更 にはカタカナ

外来語等の組合わせが如何なる様態をとっているか等,興 味深い問題が山積してい

るが,こ こではそれ らについて言及している余裕はないが,い ずれ解明されねばな

らぬ問題ではある)

(viii)awindowseat(「 窓側の席」 これ も無理すれば,「 窓席」 とも言えな くもない

が,あ まりそのようには使わないようだ.「 窓席」と言っナこ場合は,大 和 コ トバ名

詞が2ツ 直結された複合名詞を形成してお り,そ の場合,前 に来る名詞が従要素で,

後の名詞が主要素 となっている.つ ま りこのように純粋の大和 コ トバで も,名 詞の

直結はい くらで も可能であるわけだが,そ れが どのよ うな場合に可能であ り,ど の

ような場合は不可能であるか等について,漢 語やカタカナ外来語等との絡みもあっ

て,中 々複雑なわけで,そ の解明は今後の課題である)

(ix)amatchgirl(「 マッチ売 りの少女」 例のアンデルセンの童話の中に出て くる物

語の題名だが,英 語の原題を直訳すれば,「 マッチ少女」 となって,こ れではやは

り日本語 としては落着かないと言 うか,舌 足 らずの感がある.何 故 日本人にはその

ように感じられるのかが微妙なところで,是 非共その点を解明したいところだが,

今はその余裕はない.た だ,こ れと同様の例が外に も数多 く存在する事実だけを指

摘して置 く)

(x)firetower(「 火の見櫓」 これは0見 して,「 火の見」と 「櫓」なる名詞が直結さ

れているように思えるのは,実 は,「 火の見」だけで,「 火の見櫓」と同様の意で

用いられることからも解る.ナこだ,「 火の見」 と言 う,大 和 コ トバ名詞のそ もそ も

の語構成は中々厄介だ.勿 論それな りの解明は可能だが,と にか く,大 和 コ トバの

語構成,特 に各種の助詞の用法は綿密な分析が必要で,と て もここでは詳述 し得な

い課題である)

(xi)avacationhote1(「 休暇を過ごす為のホテル」和訳の方は,何 とも長た らし連体

修飾語が付いているが,英 語の方の複合名詞は名詞2語 が直結 されているだけの極

めて簡潔で,ス ッキ リした表現 となっている.こ の辺 りが最 も問題となる箇所で,



18奈 良 大 学 紀 要 第14号

よ く漢語 を用いて,英 語 のそれ と同等乃至 はそれを上 廻 る簡潔な表現 も可能な場合

も多いが,果 して大和 コ トバでは ど うなのであろ うか.興 味深い問題では ある)

(xii)theLondonPoles(「 ロン ドン在住 の ポLラ ン ド人」 この場 合 も,英 語では中々

簡 潔に表現 してい るのには感心 させ られ る.や は り和訳では,漢 語 を使 ってい るが,

「在住 」の如 く動詞的要 素が介在す る.勿 論,「 ロン ドンのZド・一ラン ド人」 と も言

えな くはないが,そ の場 合で も,格 助詞 「の」はやは り欠 かせまい)

(8)日 本 語 の動 詞は,英 語で は屡々前置詞でそれ に代置 され得る

日本語 が動詞 中心 の言語 であ ることについては,こ れ までに も各所で触れて来 た.又 英

語 はその反対 に名詞 中心 の言語 であ るこ.とか ら,日 本語 に比 し,文 中での動詞依存率 は低

く,そ の反面,前 置詞が 日本語 の動 詞に代 って多用 され る傾向が強い・ それ らのい くつか

の例 を以下 に紹 介し1こい.そ れ らの例を通 して,日 英表現 上の差異の一端に触れ,和 文英

訳 な どの際の参考例 に も供 しナこい.

(i)Heisintorockmusic.「 彼 は ロック音 楽に熱中 してい る」

(ii)Whatareyouafter?「 君 は何 を求めてい るのかね?」

(iii)AreyoufororagainstitP「 君 はそれに賛 成なのか,そ れ と も反対なのか どっ

ちなん だ」

(iv)Theyarenowattable.「 彼 等 は今食事 中です」

(v)She'llgotoKaruizawaforthesummer.「 彼 女 は軽井沢に避 暑に出か けます」

(vi)Let'sdiscussthematterovercoffee.「 コー ヒーで も飲 みなが らその問題 を討

議 しよ う」

(vii)Theyweredancinginacircle.「 彼 等は輪 にな って踊 っていた」

(viii)Herefusedtodancetothemusic.「 彼 は その音楽に合わせて踊 る ことを断わ

っナこ」

(iX)1'malWaySatyOUrSerViCe.「 私 はい つで もあなたのお役 に立 ちます よ」

(x)He'snowontheline.「 彼 は今電話 に出てい ます」

(xi)ThenGermanywasatwarwiththeAllies.「 その当時,ド イツは連合 国 と

交戦 状態 にあっ1こ」

(xii)Hewasonthebasketballteam.「 彼 はバ スケッ トボ0ル のチームに入 ってい

ナこ」

(xiii)Lookatthemaponthewall.「 壁 に掛けてあ る地 図 をご らん なさい」

(xiv)Mr.Johnsonisnowinconference.「 ジ ョンソン氏 は今会議に出て います」

(xv)Sheisnowonacoffeebreak.「 彼 女は今 コ0ヒ.一 一_を飲んで休んでい ます」

(xvi)Ilikethevasewithhandles.「 私 はあの取 っ手 のついアこ花 びんが気 に入 ってま

す」

(9)英 語 に於ける品詞の転用(FunctionalShift)は 多 彩を極め,日 本語で は想像 し

得ないケ ースが 多発す る

元々,英 語 に於 け る品詞の転 用(FunctionalShift)は 極 めてflexibleで 且 つ又頻繁に

行 なわれ る もので,そ の点 日本語な どに は,そ のよ うな現象 はあま り見 られず,そ こには

格段の相異が存す るよ うであ る.色 々な品詞間で転用が行 なわれ る次第 だが,特 に ここで

は,動 詞(V)か ら名詞(N)へ の 転用 と,そ の逆の名詞(N)か ら動詞(V)へ の転 用に焦点 を

絞 って,若 干の例に当 って みたい.な お,中 国語 に於 いて も,こ のVごN相 互 間の転 用は

頻繁に行 なわれてい るよ うで,こ の点で も日本語 と異 な り,中 国語 のそれ は英語 と類似 の
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現 象 が見 られ ることを付記 してお く.

(1)V→N(動 詞 か ら名詞への品詞の転用例)

(i)Ialwaysenjoythecomeandgooftheseasons.「 私 はいつ も季 節の移 り変わ

りを楽 しん でいます 」

(ii)Somepeoplehavealotofgo.「 元 気一杯 な人 々 もい る」

(iii)Hehasthelastsayonthematter.「 彼 はその問題 に関して最終決定権 を持 っ

て いる」

(iv)thehavesandthehave-nots「 持 て る国 と持 た ざる国」

(v)Thisisourownmake.「 これは 自家製です」

(vi)Theyenjoyedagreattakeoffishyesterday.「 彼 等は昨 日大 漁だ っナこ」

(vii)Thereisnomoremnleftinhim.「 彼 は もう走 る力 がない」

(viii)ThedisarmamenttalkbetweentheUSandtheUSSRisnowatastand.

「米 ソの軍縮交渉 は今 や行 き詰 まってい る」

(ix)Let'shavealookforittogether.「 ひ とつ一 緒に探 しまし ょう」

(H)N→V(名 詞 か ら動詞 への品詞の転用例)

(i)Hekingsitoverhisclassmates.「 彼 は クラスメー トに対 して王様 のよ うに君

臨 して いる」

(ii)Sheisdolledupforthedatewithhim.「 彼 女は彼 とのデ0ト に そな えて着

飾 ってい る」

(iii)Hesunnedhimselfonthebeach.「 彼 は浜辺で 日光浴 をした」

(iv)OurfamilyalwayssummersinKaruizawa.「 私 達 の家族 は夏 はいつ も軽井沢

で過 ごします 」

(v)Schoolyourselftokeepyourtemper.「 カ ッとしないよ うに 自分 を修養 しな さ

い」

(vi)ThezonewaspolicedbytheUnitedNationsforces.「 そ の地域 は,国 連 流

遣軍に よって,治 安が維持 され ていナこ」

(vii)Thesexmaniaccuppedheronthetitsfrombehind.「 そ の色情狂 は,背 後

か ら彼女の乳房 を両手 で押 えた」

(10)形 容 詞or形 容 詞相 当語句 に見る 日英両語 の 語構成(word-making)及 び 統語

法(syntax)の 様 態 の差異

日英語 の語構成 について は,何 もこと形容詞 に限 らず,名 詞 を始 め として,動 詞や副詞

その他 の凡ゆ る品詞に 及ん でその比較対照が 為し 得 るわ けで あるが,こ こでは 特に その

形容詞 乃至 は形容 詞相当語 句のそれについて考 えて みたい.名 詞 のそれ については,先 程

の複合名詞 の項 目の ところで 若干触れナこ.こ の語 構成 の問題 は それ だけで 一 つの大 きな

themeに 成 り得 る もので,こ こに そのすべて を網羅す ることは為し得ず,極 く狭 く形 容詞

を中心 にして,形 容詞相当語 句を も含 めて少 し考察 を進 めてみナこい.

と ころで,英 語 の基本五文型 の一 つに,例 の 「S+V+C」 交 型が あ る.こ の場合 のC

は謂 ゆる補語(Complement)と 呼 ばれ る文の主要成分 の一 つであ り,普 通,名 詞ないし

は形容詞,或 い はそれ らに相 当す る語句 が この位 置を占 める.

而 して,英 語 で この 「S+V+C」 文 型 で表現 され る文に どの よ うな和文が対応す るか

を考 えてみたい.尤 も 「S+V+C」 文 型 の英文 と言 って も,Cの 中 味に よ り,種 々の様

態 が有 り得 る.例 えば,Cが 名 詞のみか ら成 る場合,形 容詞 のみか ら成 る場合,「 形容詞
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+名 詞」の結合型 か ら成 る もの,そ の他いろいろの場 合が有 り得 よ う.そ して そのよ うな

Cの 性格に応 じて,和 文の表現 に もそれ ぞれに対応す る種々の様態が存在 し得 よ う.具 体

的 な例で考 えナこ方が分 り易 く,早 かろ う.

Ex.1

(i)彼 女 は料理が上手い.(Sheisagoodcook.)

(ii)彼 は 射撃が上手 い.(Heisadeadshot.)

(iii)彼 女 は背 が高い.(Sheistal1.)

(iv)彼 は気が強い.(Heisbold.)

これ らの例 は,日 本文 の方 はすべ て,「 ～は～が ど うだ」の意 を表わす構文法 となって

い るわけだが,(i),(ii)の 組 合せ と,(..111),(iv)の 組 合せ とに は,和 文 ・英文共 に相違

点が見出 され る.(i)及 び(ii)の 「料理が上手 い」 とか,「 射撃が上手 い」 に対応す る英

文は,い ずれ も 「形 容詞+名 詞」結合で表わ されてい るに比 し,(iii)と(iv)で,「 背 が高

い」及び 「気 が強い」の部 分の英文は形 容詞一 語で表現 されて いる・勿論,こ れ らの場合,

和 英両文 と も,他 にい くらで も異 なった表現や文型 を用 いて同趣 旨の文章 を書 くことは可

能で あるわ けだが,比 較 の便宜上,こ こでは,こ れ らの例 のままで考 えてみたい.

さて これ らの例 を見て,色 々の興味深 い指摘 が為 し得 る.(i)と(ii)に つ いては,和 英

の構文法が根本的に異 なるので,何 と も言い様 もないのだが,ひ ょっ とす ると次の様な英

文に書 きかr7Lて み ると,そ の元 の和文表現に近 くなる とも考 え られ ないか.

(i)Sheisgoodatcooking.

(ii)Heisgoodatshooting.

勿 論,こ れ らの例 に於 ける和英両文 の構文法 は根本 的に異 な るのであろ うが,し か し上

例 の様 なLooseorderを と る謂ゆ る分解表現 が,何 とな く元の和文表現 と類似の気持 を

与 える ことは否定 し得 ない.つ ま り,「 ～は～ が」 の和文 の表現 も,二 段構 えで物を言 っ

てい るよ うな ところがあ り,そ れが英語 の分解表現 と0脈 通 ず るところがあ るよ うに感 じ

られ るのであろ う.

そ んな風に考えれば,実 は,(11i)と(IV)に つ いて も次の様 にその英文 を書 き換 え られ る.

(iii)Sheistallofstature.

(iv)Heisboldoftemper.

この 様に書 くと,や は りこれ らは例の分解表現 で二段構 えの思想 の構 え方 であ る.謂 ゆ

るLooseorder語 順 を とってい ることも言 うまで もない.尤 もこれ らの英文の場 合,最

後 のof以 下 の部分が省略 されて,形 容 詞だけが独立 して用 い られ るよ うになった もの と

思われ る.こ の辺 りは,和 文 の場合 はまだ名詞 と形容 詞が不分離 で,「 背が高い」 と言わ

ない ことには,「 彼 は高い」だ けで は,勘 くと も現在 の日本語 としては意 味不 明であ る.

「気が強い」について もほぼ 同様 の事 が言 い得 る.

さて 斯様 に考 えて来 る と,実 は日本語で は二 つの構成 要 素か ら成 る形 容詞相当語 句が,

英 語で は一つ の構成要素で表現 し得 る と言 ったケ0ス が数 多 くあ るのではないか と思われ

る.そ こでそれ らの例 について少 し考 えてみナこい.

Ex.II

(i)頭 が 悪 い(stupid)

(ii)頭 が 良 い(clever)

(iii)気 が 小 さ い(coward)

(iv)頭 が お か し い(crazy)

(V)尻 が 重 い(lazy)

(vi)尻 が 軽 い(flighty)

(vii)気 前 が 良 い(generous)

(viii)心 臓 が 強 い(cheeky)
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(ix)背 が 低 い(short)

(x)行 儀 が わ るい(rude)

(xi)身 体 が大 きい(big)

(xii)声 が大 きい(loud)

(xiii)自 尊 心 が強 い(proud)

(xiv)人 気 が悪 い(unpopular)

(xv)元 気 が い い(cheerful)

(xvi)元 気 が な い(cheerless)

(xvii)気 が 重 い(melancholic)

(xviii)才 能 が な い(untalented)

(xix)魅 力 が な い(UnattraCtive)

(xx)締 ま りが な い(loose)

これ らの例は挙げて行けば,い くらでも出て来るものと思われる.勿 論,こ の中には,

先述 もした通 り,外 の表現で言い換え得るものもあり,例 えば,英 語に於いて も,二 つの

構成要素に分けて表現可能な場合 も決してないわけではない.こ こではあ くまで も最 も使

用頻度の高いと思われる例だけを特に とり上げて便宜上比較したまでで,外 に も色々の比

較が可能であるは言 うまで もない.た だ,日 本語に於いて,「 ～がどうだ」 と言 う形式の

形容詞相当語句が非常に数多 く存在し,ど うして も構成要素が2語 から成 る場合に,英 語

では,ズ バ リー語の形容詞で表現 し得る場合が多いようである.尤 もこれ も比較の例のと

り方では,そ の逆の場合も当然出て くるものと思われるが,こ こではそれには触れない.

これは必然的に,日 英両語の統語法(syntax)の 様態 とも関連して くるわけで,例 えば,

和文の 「～は～がどうだ」の構文法で,「 ～がどうだ」の部分はむしろ 「～は」に対して

は述部を形成しているともとれる.こ の場合,「 ～は」の部分は当然に も主部 と捉えられ

る.勿 論,斯 様な捉え方には賛否両論が有 り得よ う.例 の 「は」は主題を表わす もので,

「が」 こそが主格に立つ格助詞であるとの説は余 りに も有名である.し かし筆者が ここで

言いたいのは,そ のような文法的な厳密な理屈 とは別に,現 実にそのような文章を述べて

いる人や,聞 いている人にとっては,素 直に考えて,例 えば,「 彼は」の部分を主語とし

て捉え,「 背が低い」の部分を一括して述部 と捉 えているのではないか.こ れを文字通 り,

「彼に関して言えば,背 が低いのである」などと理解して居る人は少なかろ う.そ れを支

える一つの根拠 として,「 背が低い」がそのままinseparableentityと して限定的用法

(attributiveuse)に も使えることで,「 背が低い男」などと言える.つ まり,こ の場合の,

「背が低い」は 「主語+述 語」と言 う二つの対立する要素から成 る概念ではな く,全 体 と

して,連 体修飾語 となって 「男」を限定する,切 り離す ことの出来ない有機体 とみた方が

よさそうである.

そのよ うに考えて くると,例 えば,「 昨日は雨が降った」などの文 も,一 般には,日 本

人の捉え方 としては,「 昨日は」と 「雨が降った」の様な分け方をしているので,「 昨日

について言えば,雨 と言うものが降ったのだ」などと捉 える人は皆無に近いのではないか.

それでは,何 故 このようになるのであろ うか.そ の一つの理由は,日 本文では,述 部に表

現の中心が置かれ,極 端に言えば,文 の他の成分はすべて述語の連用修飾語 となって,述

語に収敏し行 くものとも言い得るのであって,「 ～がどうだ」の部分の 「～が」なども,

「どうだ」の部分に吸収合併 されてしまっているものと見倣される.

それか ら前述 もしたのであるが,こ れらの日本語の形容詞相当語句は,場 合によっては,

それ と同意味の0語 の形容詞で代置し得 る(例:頭 が良い=賢 い,気 立てがよい=や さし

い等)の であって,そ の事実に鑑みて も,本 来 これら二つの構成要素はinseparableな も

のと見倣す ことが出来るのである.更 にそれ らの中のある形容詞に至 っては,例 の複合名

詞のそれと同様,「 熟した」形容詞 として,或 る特定の比喩的な意味を持 った,謂 わば複

合形容詞 とで も言い得るもので,例 えば,「 尻が重い」,「尻が軽い」,「頭が痛い」,「手が

速い」等々すべて,叙 述用法(predicativeuse)同 様,限 定用法(attributiveuse)に も
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使 用可能であ る.尤 も,限 定用法 としては,こ れ らの場 合,格 助 詞 「の」が,同 じ く格 助

詞 「が」に代置 され得 るが,そ の場合であ って も,連 体 修飾語 としての性格が強 ま り,同

様 にして,こ れ ら形容詞相 当語 句の構成二 要素の紐帯 は強 い.

と ころで,よ く和文英訳や,英 文和訳 な どを試 みてい る際に,日 英語 の表現 で,特 に単

語次元で,そ の語構成 の様態 の差異 を思 い知 らされ ることがあ る.こ こでは,特 に形容詞

を中心 にして考 えて来 たわけだが,そ れ らは何 も形容 詞に限 られたわ けで はない.名 詞次

元に つい ては言 うまで もな く,動 詞や副詞の次元 で もそれ らの差異 は見 られ る.以 下 に少

しそれ らの例 をatrandomに 掲 げてみたい と思 う.

(i)hungry(r腹 が 空いて いる」 これ な ど も,英 語で は,形 容詞一語 で表現 され てい

るのに比 し,日 本語 では,2つ の要 素か ら成 ってい る.こ れ は更 に 「状 態」 につい

て述べてい るのであろ うが,こ の 「～てい る」の和語表現 に対応す る英語形容 詞一

語 ズバ リの表現 は数 多い.angry「 腹 が立 ってい る」,thirsty「 の どがか わいてい

る」bald「 頭 が禿 げてい る」,inconsiderate「 配 慮 が欠 けてい る」etc.)

(ii)understading(「 理 解 があ る」,日 本語 で,「 ～ があ る」 の表現 が,英 語では,be

動 詞+形 容詞の型 で表 わ され る場合 が多い.ナ こだ し,こ れ は何 も叙述 用法(predi-

cativeuse)の 場 合だけでな く,限 定用法(attributiveuse)の 場 合 も使 用可能であ

る.attractive「 魅 力 があ る」,competent「 能 力があ る」,ambitious「 野 心が ある」

amiable「 愛 嬌が あ る」,apPealing「 迫 力があ る」etc.)

(iii)sneeze(「 ク シ ャ ミをす る」,実 は,日 本語で,「 ～ をす る」 のサ行 変格活 用動詞

は数多 い.こ の場 合,必 らず し も 「を」 を必要 としない場合 もあ る.い ずれにせ よ,

「す る」な るサ行変格活 用動 詞にしない ことに は,動 詞 にな らないよ うであ る.つ

ま り,「 名詞+す る」型 の動詞 と言 うことに なろ うか.こ の場合 の 「名詞 」には,

漢 語系名詞が数 として は多 いのではないか と思 われ るが,大 和 コ トバ系 名詞の来 る

こと も勿論有 り得 る.cough「 咳 をす る」,smack「 舌 打 ちす る」,piss「 小 便 す る;

オ シ ッコす る」,yawn「 ア ク ビをす る」,blink「 ま ナこた きす る」,hiccoughorhiccup

「シ ャック リす る」,gargle「 ウガ イをす る」etc.の 用 例では,ど うも英語の方 は,

onomatopoeiaに 類 す る語 が用 い られてい るよ うだ.更 に,日 本語 で,「 ～がす る」

と言 っナこサ行変格 活用動詞 も有 る.beat「 動 悸がす る」や,chill「 寒 気 がす る」等

であ るが,こ れ らの場合 も,助 詞 「が」 は省 略可能で ある.前 者 は漢語系 名詞が用

い られ,後 者 には,大 和 コ トバ系 名詞が用い られた例 である.そ の他,日 本語 で,

「農業す る」 とか,「 農業 をす る」 な どの言い方 はあるが,「 工業す る」 や 「工業

をす る」 とは言 うまい.更 に 「科学す る心」 とは言 うが,「 技術す る心」 な どは言

うまい.い ずれにせ よ,こ の サ行変格活 用動詞 「す る」 の用法 をめ ぐっては,種 々

の複雑 な用例が有 り,0つ の独立 したthemeと し て取扱 うべ き類 いの課題 であろ

うと思 う.ナこだ,漢 語系 名詞に 「す る」 を付 して動詞化 す る造語 法は,幕 末か ら明

治期にか けての翻訳文化の影響 もあろ う)

さて本項で は,特 に形容詞 や,形 容 詞相当語 句に焦点 を据 えて考察 を進 めたのであった

が,日 本語 での純粋な,本 来 の和語 の形 容詞の場合,英 語の形容詞 の語構成 とは勿論 その

様態 を異にす るのは言 うまで もない ことであ るのだが,特 に例 えば,次 のよ うな語 の場 合

には,日 本語でそれに当 る形容詞型 を求 め ることに は無理が あるよ うであ る.

Hitlerite「 ヒッ トラ0主 義者 の」,Shakespearean「 シ ェイクス ピアの;シ ェイクス ピ

ア風 の」,Caesarean「 シ ーザ0の;ロ0マ 皇 帝の」,Marxian「 マ ル クスの;マ ル クス主
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義 の」,Japanese「 日本の;日 本人の;日 本語」,Chilean「 チ リの;チ リ人の」etc.

つ ま り・ これ らの場合,日 本語 では,ど うして も主 として,連 体修飾語 の働 きをす る格

助 詞 「の」 を必要 とす るわけで,人 名,地 名,国 名等 をその まま何 らかの屈折や活用に よ

って形容 詞化す るのは無理 なよ うであ る.そ の点,日 本語の名詞 はそれだ け分析的 な言語

(AnalyticLanguage)で あ ると言 えるし,英 語 のそれ は,逆 に総合的言語(Synthetic

Language)で あ ると も言えよ う.

一 般に ,ど の言語 を問わず,複 合語 を構成す る要素 として名詞の占め る比 率は圧倒的に

高い と言 える.特 に中国語や英語に その典型例 を見出 し得 るのであ る.英 語 は これまで も

述べ て来 たよ うに,本 来,名 詞中心型 の言語 であるため,従 って当然 に も,そ の名詞を修

飾す る形容詞 の数 も多 く,又 その様 態 も多彩 を極 める.そ れ に比 し,日 本語 は本来,動 詞

中心型 の言語 であ るため,形 容 詞 よ りは副詞の方が発達 し,又 多用 され て もいる.特 にそ

の感情表現 に占める副 詞ないしは,そ の相当語 句の多彩 さは,英 語の それ は遠 く日本語 に

及ば ない よ うで ある.谷 崎潤0郎 が その 「文章読本 」の中で あったか,た しか 日本語に は

形容詞が少い云々 と述べていた よ うに記憶 してい るが,大 いに根拠 のあ る発言であろ う.

これには,和 語に抽象語が少 く,又 和風文体 に抽象 名詞主語 が少いために,形 容詞の数が

少 く,又 その使 用 も多 くない等の要因 も考 え られ るか も知 れない.つ ま り,日 本語 の文章

には,謂 ゆ る動 詞述語 文が圧倒 的に多いので あ り,形 容 詞述 語文や,名 詞述語 文等は比較

的 に少 いのだ と言 い得 よ う.更 に同じ形容詞 と言 って も,和 風文体の場合 は,翻 訳文体 や

欧文脈 の文章 などよ りも,そ の叙述用法(predicativeuse)の 方 が,限 定用法(attributive

use)よ り も多用 され る もの と思 われ る.例 の一語 文(one-wordsentence)に 於 ける形

容詞 のそれ も,英 語の形容詞一語文 の多用 に比 し,日 本語の それは遙かに少い もの と思わ

れ る.

む す び

一 口に 日英表現比較 と言って も
,実 は その アングルの取 り方 によって多種 多様 の比較 が

可能 となる.語 彙(vocabulary)か ら始 ま って,表 現 形式更 に文体(style)に まで及び,

又 「話 し コ トバ」 の観点 か らは,そ の コ ミュニケ0シ ョンの具体的様態の比較 も興味深 い

ものがあ り,そ れ らについては,筆 者 な りに これまで も若干の記述 をなして来 た.更 に音

声面か らの比較 も,例 えば 日英両語 の音節構 造の違い をは じめ,音 声 アクセン ト面か らも

数々の興味深 い比較が為 し得 る もの と思 われ る.

と ころで斯様な小論の中で,上 記 の如 き多岐 に亘 る観点 か らの比較検討 な どは,紙 数の

制 限 もあ り,と て も満足 に行 なわれ得 ないのは言 うまで もない.そ れ で も筆 者 としては,

当小論 の中では,出 来 る限 り慾張 って,種 々の角度か らの 日英両語 の比較 を試 みた積 りで

はあ る.

更 に ここでの主要 テーマは,日 英語 の表現比 較 と言 うことで はあるのだが,日 英両語 は

その語族 ・語 系を全 く異 にす る,相 互 に余 りにか け離れた距離 を置 く言語の間柄に あ り,

そ の為,ヨ リ具体的 で解 り易 い比較 を行 うために,ド イッ語や フランス語 をは じめ,特 に

その構文法等に於いて 日本語 とか な りの類似 を見せ る中国語 な どを援用 した.英 語 と同 じ

印欧語族(TheIndo・EuropeanLanguageFamily)に 属 す る ドイツ語 や フランス語 も,

その細部に及 ぶ と,そ れ な りに微妙 な違い をのぞかせ ている辺 りも興味深 い点 であ るが,

更 に一般 の 日本人の間に流布 してい る中国語の英語 との文法的類似 も,実 はあ くまで も皮

相な(superficial)な 見 方に過 ぎず,こ れ を もっ と深 く構文法(constructionalgrammar)
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の立場 か ら見 ると,そ の 日本語 との類似 の方 に ヨ リ驚 か され るので ある.例 えば,中 国語

の東風市場 到了!な る表現 は,「 東風 市場 に着 きましたよ」 とい う日本語に容易 に置換 さ

れ得 る.日 本語の場合は,ま だ し も格助詞 「に」が ある為,そ の理解 が容 易であ るが,格

関係が明示 されない上記 の 申国語 の表現 は,西 欧人 には ヨ リー層 理解 し難 い所があろ う.

日本語に よ く散見 され る,「 ～は～が～だ」 の構i文 も,英 文の場 合,Helikessweets.

(Hehasasweettooth.な るidiomaticな 言 い方 もある)(彼 は甘 い物が好 きだ)の 如

く,「S+V+0」 の他 動詞構文 となるか,Heisagoodmarksman.(彼 は 射撃がLと手

だ)の 如 く,「S+V+C」 の名 詞述語 文 とな る場 合が多い.「 形容詞述語文」 の中で,

特 に抽 象名詞主語 の結果 として招来 され るものは英文 の 方 に ヨ リ多 く散 見 され る.No

telephoneserviceisavailablearoundhere.「 この辺 りは電 話が引かれてい ない」英文

では主語 を始 めとして,謂 ゆる 「文 の成分」 な るものが,文 巾に明示 され る場合が和文 に

比 し圧倒的に多いわ けだが,例 えば主語 に関 して,例 の非人称 のitな どがあ り,そ こよ り

日本人には中 々理解 しに くいitに 関 す る複雑な種々の用法があ る.外 に もthere構 文 と言

うのがあ り,thereが 文 頭 に来 て,0見 そ れが主語で あるかの如 き様相 を呈す る文が ある.

このthere構 文 な ども日不人の英語 学習者 には扱いに くい構文の一 つで あ り,そ れだ けに

「英語 らしい表現 」 を形成す る項 目の0つ と成 り得 る ものであ る.Itisalloverwith

me.「 僕 は万事 休すだ」 とか,Lettherebenomisunderstandingaboutit.「 それに つ

いては,誤 解 のないよ うにしてお きまし ょう」 な どの例 に於 け るitやthereの 用 法 に注

目しナこい.そ れか ら本論 では触れ なか ったが,「S+V+0」 文 型 と共に,そ の延長線上

にある 「S+V+0+0」 文 型 について も注 目したい.こ のdativeverbを 用 いて二重 目

的語 を とる文型 も,「 英語 らしい表現 」 を形 造 る有力 な代表例 であ り,Giveitanother

goodthought.「 も う一度 それをよ く考 えてみな さい」や,Ioweyouriotlrig.「 俺 は君

に何 の借 りもないぜ 」等 の表現 に慣れナこい.日 本語の文法範曙に ない 「補語」 なる概念 は

日本人 には解 りに くい ところ もあ るが,と にか くこの補語 を うま く使い こなす ことで,極

めて英語 らしい簡 潔な文章が書 けるわ けで,Let'sflyJALtoCalifornia.「JALに 乗 っ

て カ リフ ォルニアに行 こ う」な どに於 けるJALな る補語 の用法 をよ く味 わいナこい.

最 後に,案 外,日 本人が普段 あま り気付いて いない ことで,英 語 の表現 との微妙 な差異

の見 られ る例 を二,三 挙げてみナこい.「 馬鹿だなお前は,何 をボンヤ リしてナこんだ」な る

和 文に対 して,Youmusthavebeendreaming.(君 は夢 で も見 ていアこん だろ う)な どの

英文 が照応す るし,「 おし ゃべ りは止 めろ!」 な る和文に,Youtalktoomuch!(君 は

喋 り過 ぎてい る)な どの英文の表現 が ある.和 文 の表現 では,自 分の主 観的判断や感情が

強 く前面 に出て,ズ バ リ相手 をス トレ0ト に非難 しナこり,後 者 の例 のよ うに禁止命 令形 を

とることが多い.0方,英 語 の表現 では,相 手 に座標 の中心 を据 えて,も う少し冷静に,

ヨ リ客 観的,理 性的 に述べ て,最 終的 な判断は,あ くまで も相手 自身 に任か せ ると言 った

風な態度が読み取 れ る.こ の辺 りは,確 かに,日 本人 と英米人 の性格 の違いが如実 に浮彫

りに されていて,翻 訳の作業な どが一筋縄では行か ない ことを痛感 させ られ る."Johnny,

breakfastisready."と 母 親が呼んで いるのに対 し,Johnnyは,"1'mcoming.99と 答 え

てい るな どの例で,そ の答 えの和訳 は,「 今,行 きます よ」 となっているが,英 文 の方 は,

相 手に座 標を据 えて,goで は な く,comeな る動詞 を用 いている.斯 様 な例 は,枚 挙 に暇

な く,い くらで も挙 げ られ るが,こ の角度か らの日英表現比較に ついては,興 味深 い事 で

もあ り,別 稿 にて又の機会に詳述 したい.
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Summary

Nolanguageisquitefreefromtheyokeofitssyntax,soundsystemsand

morphologicalrestrictions.Inotherwords,eachlanguageismoreorlessconfined

toitsownlinguisticframeworkwhichcanroughlytellonelanguagefromanother.

Hencecomestheso-called`Englishness',`Japaneseness',`Chineseness',etc.,etc.

Inthisconnection,acomparativestudyoflanguagesmakesiteasiertobring

intoreliefthecharacteristicsofeachdifferentlanguage.Herespecialattentionis

paidtothecomparisonbetweenEnglishandJapanese.Needlesstosay,thesetwo

languagesareinnowayrelatedtoeachother,linguistically.Hopefully,thegap

betweenthemwillbebridgedbyChinese.

Whatis`Englishness'like?Howdifferentisitfrom`Japaneseness'?Isn'tthere

anysimilaritybetweenEnglishandJapaneseatall?Thesequestionsaresupposed

tobetakenuphere,Wlth`Chineseness'involved,whennecessary.

ThefirstnecessarymentionbetweenEnglishandJapanesemustbemadeof

`sentencestructure'
.ThebasicsentencestructureofEnglishis`S十V十 〇',whereas

thatofJapaneseis'S-}-V'or`S-1-C-1-V',thoughthesegrammaticalterms(S,V,O,

C)mustbetakenwithagrainofsaltbetweenthetwolanguages.Thisshows

thatEnglishpreferstransitiveverbstointransitiveones,whereasJapaneseisthe

otherwayround.

Inthiscase,`S'signifiessomethingtotakeactionwith,`O'somethingforthe

actiontobetakento.,Japaneseisnotfamiliarwiththisconstructionofasentence.

Japanesedoesnotusuallytaketothisschema,`S-f-V--E--O'.InJapanese,`S'isnot

necessarilyanactor.ItisofentimesWhatrepresentsasituation.Thisremindsus

oftheso-called`situationit'inEnglishgrammar.Theremaybesomerelationship

between`situationalsubject'inJapaneseand`situationit'inEnglish.Inanycase,

Japaneseprefersintransitiveverbstotransitiveverbsbecauseasubjectwordin
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JapaneseisbasicallynotofanactorlikeinEnglish.

Secondly,theflexibilityof`functionalshift'mustbementionedofthepartsof

speech.Englishenjoysratherhighfrequencyof`functionalshift'amongthedifferent

partsofspeech,whereasJapaneseseenoorlittlefunctionalshift.Thelowfrequency

offunctionalshiftinJapaneseseemstohavesomethingtodowithitsoveruseof

particles,whichischaracteristicoftheagglutinativelanguagefamilytowhich

Japanesealsobelongs.Andthis`functionalshift'ismoreoftenseeninChinese

thaninJapanese,whichissuggestiveofthevalidityoftheabovehypothesisbecause

Chinese,anisolatinglanguage,hasbasicallynoparticles.

Thirdly,rhetoricalmentionmustbemadeof`wordorder'bothinEnglishand

Japanese.Englishtakesto`looseorder',wherepartofthesentencecomesfirst,

trifleslast.Ontheotherhand,Japanesetakesto`periodicorder',wheretrifles

comesfirst,partofthesentenceattheending.

Also,thelackofrelativepronouninJapanesereallyshowsthatJapaneseis

familiarnotwith`looseorder'butwith`periodicorder'.

SinceJapaneseisaverb-centeredlanguage,theverbisputattheendingofeach

sentenceaccordingtoitsperiodicorder.Inthiscase,theotherelementsofthe

sentenceseemtomodifythepredicateverbasiftheywerealladverbialequivalents.

Needlesstosay,inJapanese,thepredicateismostlycomposedofintransitiveverbs.

Incidentally,in,Japanese,almostalltheadjectivesoradjectiveequivalents,ad-

jectivephrasesandclausesinattributiveuseprecedethemodifiedwords(inmost

cases,nounsornounequivalents),howeverlongtheymaybe.InEnglish,some

modifiersareputbeforethemodifieds,andothersputbehindthem.Generally

speaking,adjectivesseemtoplayamoreimportantroleinEnglishthanin

Japanese,particularlytheonesintheirattributiveuse,perhapsthereasonfor

whichisthatEnglishisanoun-centeredlanguage,whileJapaneseisaverb-centered

one.

Thoughbelatedly,wemusttouchuponthedifferenceindictionbetweenEnglish

andJapanese.Dictionandculturearetwoinseparableentities.Ingeneral,the

English-speakingpeoplepreferinformalitytoformalityinmostcases,whereasthe

Japanesearejusttheotherwayround.Avarietyofhighlysophisticatedhonorifics コ
arefoundinJapanese,whichtheaverageJapanesemustusecorrectlyattheright

timeandintherightplace,andtotherightperson.Itisnotalwayseasyforeven

theJapanesetousethosecomplicatedhonorificscorrectly,particularlythesedays

whenpeoplearegettingmoreandmoreequality-minded,lessandlessappreciative

offormality.

Butinreality,the,Japanesepeopleingeneralstillhighlyrespectformality,

whichpreventsthemfromexpressingthemselvesasfreelyandstraightforwardly

astheEnglish-speakingpeopledo.ItfollowsthattheJapanesedictiontendsto

beredundant,roundaboutandlackingintheso-calledone-wordsentence,while

theEnglish-speakingpeoplehavedevelopedsuchastraightforward,honorific-free

phraseologyasisseenintheone-wordsentence.Naturally,thereoughttobemany
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otherdifferencesunmentionedherebetweenEnglishandJapanese,particularlyin

thewayoftheirvocalsides.Thevocalsideplaysafarmoreimportantrolein

EnglishthaninJapanese,andforthatmatter,theChineselanguagealsodepends

onthevocalsidefarmorethanJapaneseforbettercommunication.

TheChineselackof`politeform'makesChinesemoredependentonitsvocal

side.ThesameistrueoftheEnglishlanguage.Ontheotherhand,therelative

lessdependenceonthevocalsideoftheJapaneselanguagemakesitmoredepen-

dentonthepoliteformoritshonorificsforsophisticatedcommunication.This

remindsusoftheKoreanlanguage.Actually,nootherlanguageismoresimilarto

JapanesethanKorean.IthasalmostthesamesentencestructureasJapanese,with

avarietyofparticlesandhonorificsasmuchinuseasinJapanese.Asamatter

offact,somelinguistsgothelengthofassertingcognaterelationsbetweenJapanese

andKorean.MorementionoftheKoreanlanguagewouldhavemadethisessaya

bitmorepersuasivetothereader,foragoodknowledgeofKoreanwillhelpusin

havingasdeepaninsightintoourownlanguageasthatofChineseandEnglish.


